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　　 　　　 　 The　 Fourth　 SYmposium
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　 and　 the　 Magnetosphere　in　the　 Polar　 Regions
Programme　 and　 Abstracts
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February23,24and25,1981
国立極地研究所
National　 Institute　 of　Polar　 Research
　 　 　 　 　 Tokyo,　 Japan
第4回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム
プ ロ グ ラ ム
日 時 昭 和56年2月25日(月)
10時00分 ～17時50分
昭 和56年2月24日(火)
9時50分 ～18時10分
昭 和56年2月25日 困
9時50分 ～16時40分
余 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂
主 催 国 立 極 地 研 究 所
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2月25日(月 曜 日)10:00～17:50
挨 拶 国 立 極 地 研 究 所 長 永 田 武
(10:00～10:10)
I　 ULF/VLF現 象(10:10～12:50)
座 長 国 分 征 東 大(理)
1,中 低 緯 度 及 び 高 緯 度 に お け るPc1型 磁 気 脈 動 の 特 性 の 対 比
河 村 譜 地 磁 気 観 測 所
桑 島正 幸 〃
外 谷 健 〃
小 池 捷 春 〃
福 西 浩 極 地 研
鮎 川 勝 〃
平 沢 威 男 〃
2,極 光 帯 及 び 磁 気 圏 に お け るPi2型 磁 気 脈 動 の 波 動 特 性
桑 島 正 幸 地 磁 気 観 測 所
　 5,　 Compressional　 Pc4　 Pulsations　 Observedat　 Synchronous
　 　　 Orbit
利 根 川 豊 東 海 大(工)
加 藤 愛 雄 〃
桜 井 亨 〃
4,オ ー ロラヒス の 到 来 方 向 観 測 結 果 と オ ー ロラ 現 象 と の 比 較
西 野 正 徳 名 大(空 電 研)
田 中 義 人 〃
岩 井 章 〃
鎌 田 哲 夫"
平 沢 威 男 極 地 研
③
5,　 Di　spersiue　 Peri　odic　 Bni　ssionの 解 析
岡 田 敏 美 名 大(空 電 研)
田 中 義 人 〃
岩 井 章 〃
早 川 正 士 〃
柏 木 瑞 夫 〃
大 津 仁 助 〃
6,　 GaussianBeam波 源 に よ るVLF帯 のFu111磁ve計 算
長 野 勇 金 沢 大(工)
満 保 正 喜 〃
吉 沢 重 雄 〃
山 岸 久 雄 極 地 研
木 村 盤 根 京 大(工)
7,昭 和 基 地 と ア イ ス ラ ン ドに お け るELF・ 一－VLF放 射 の 共 役 性
佐 藤 正 彦 山 形 大(理)
平 沢 威 男 極 地 研
佐 藤 夏 雄 〃
福 西 浩 〃
前 沢 潔 山 形 大(理)
皿 オ ー ロ ラ 現 象(13:20～15:20)
座 長 小 川 忠 彦 電 波 研(平 磯 支 所)
8,昭 和 基 地 と ア イ ス ラ ン ドで 観 測 さ れ た 共 役 点 オ ー ロ ラの
比 較(2)
巻 田 和 男 拓 殖 大
平 沢 威 男 極 地 研
藤 井 良 一 〃
9,　 PulsatingAuroraのmode及び そ れ に 関 連 す る 地 磁 気 脈 動
小 口 高 東 大(理)
④
10,オ ー ロ ラE層 電 子 密 度 不 規 則 構 造 の レー ダ 観 測
小 川 忠 彦 電 波 研
五 十 嵐 喜 良 〃
11,　KYOKKOに よるAuroral　 Substom1の 観 測
金 田 栄 祐 東 大(理)
平 尾 邦 雄 東 大(宇 宙 研)
12,　KYOKKOUCよる 低 エ ネ ル ギ ー 電 子 観 測 か らみ た 沿 磁 力 線 電
場 及 び 電 流 の 特 徴
向井 利 典 東 大(宇 宙 研)
平 尾 邦 雄 〃
15,ダ ブ ル レ イ ヤ ー-vaよ る オ ー ロ ラ電 子 加 速 の 室 内 実 験
大 山 素 宏 東 大(宇 宙 研)
中 村 良 治 〃
　　　　　　　　　　　　　　 L。　R。　Stenzel　 UCLA
m磁 気 圏 電 離 圏 擾 乱(15:50～15:50)
座 長 小 口 高 東 大(理)
14,プ ラズ マ 圏 低 温 プ ラ ズ マ の 高 エ ネ ル ギ ー 粒 子 降 下 に 対 す る
役 割
丸 橋 克 英 電 波 研
15,環 電 流 の サ ブス トー ム 強 度 へ の 影 響
笹 村 義 孝 京 都 産 業 大(理)
16,IMS期 間 中 の 大 磁 気 嵐 の 解 析
飯 島 健 東 大(理)
国 分 征 〃
　 1　7,　Sing　le　-　Do　ub　le　-　and　Tv　iple　 Sheet　 Field　 AI　ignod
　　　 Currents　 in　the　Daysids　 Cusp　 Region
藤 井 良 一 極 地 研
飯 島 健 東 大(理)
⑤
18,　MAGSAT衛 星 で 観 測 さ れ た　Field　 -　Aligned
CurrentsとSubstorms
福 島 直 東 大(理)
飯 島 健 〃
藤 井 良 一 極 地 研
桜 井 治 男 〃
49,南 極 観 測 船 「ふ じ 」に お け る オ メ ガ 電 波 の 船 上 観 測
大 谷 晃 電波研(犬 吠電波観測所)
菊 池 崇 電 波 研
野 崎 憲 朗 〃
加 藤 清 治 電波研(犬 吠電波観 測所)
20,SSCに 伴 う極 域 擾 乱
平 沢 威 男 極 地 研
⑥
2月24日(火 曜 日)950～1810
N　 ISIS衛 星(9:50～1110)
座 長 芳 野 赴 夫 電通大
21,南 極 域 に お け るISISト ッ プ サ イ ドサ ウ ン デ ィ ン グAGC
デ ー タ の 解 析
相京和弘
西崎 良
丸山 陵
猪木誠二
永山幹敏
籔馬 尚
井出俊行
大瀬正美
平沢威男
電波研
〃
〃
極地研
22,南 極 域 に む け るISISイ オ ノ グ ラ ム のN(h)解 析 に つ い て
猪木誠二
相京和弘
西崎 良
緒方隆信
丸山 隆
平沢威男
電波研
〃
〃
極地研
25,　 ISIS衛 星 で 観 測 さ れ た コー ラス の 特 性
恩藤忠典
中村義勝
渡辺成昭
村上利光
電波研
〃
⑦
24,人 工 衛 星ISIS-1,2で 観 測 さ れ たVLFソ ー サ ー
の 特 性
中 川 一 之 電 通 大
蓬 田 信 〃
福 西 浩 極 地 研
巻 田 和 男 拓 殖 大
芳 野 赴 夫 電 通 大
25,人 工 衛 星ISIS-1,2に よ り観 測 さ れ たELFヒ ス の
低 域 カ ッ トオ フ 特 性
山 岸 久 雄 極 地 研
本 間 峰 一 電 通 大
芳 野 赴 夫 〃
V南 極 ロ ケ ツ トー1(11:10～12:10)
座 長 江 尻 全 機 極 地 研
26,ダ ブ ル プ ロ ー ブ に よ る 電 離 層 電 場 ・電 子 温 度 ・電 子 密 度 の
時 系 列 観 測
－S-310JA-7号 機 に よ る 実 験 結 果 一
小 川 俊 彦 京 大(理)
牧 野 雅 彦 〃
小 寺 邦 彦 気 象 研
山 岸 久 雄 極 地 研
平 沢 威 男 〃
福 西 浩 〃
西 野 正 徳 名 大(空 電 研)
27,S-310--JA7号 機 に よる 熱 的 電 子 エ ネ ル ギ ー 分 布
状 態 の チ エ ツ ク
小 山 孝 一 郎 東 大(宇 宙 研)
平 尾 邦 雄 〃
⑧
28,極 域 降 下 粒 子 に 基 づ く飛 翔 体 及 び イ ン ピ ー ダ ンス プ ロ ー ブ
の 帯 電 現 象 に つ い て
渡 辺 勇 三 東 大(宇 宙 研)
高 橋 忠 利 東 北 大(理)
大 家 寛 〃
大 林 辰 蔵 東 大(宇 宙 研)
W特 別 講 演(1ろ:00～15:00)
座 長 平 沢 威 男 極 地 研
1,関 戸 弥 太 郎 名 古 屋 大 学 名 誉 教 授
2,加 藤 愛 雄 東 海 大 学 教 授
5,永 田 武 国 立 極 地 研 究 所 長
4,　 R。　 E.　 Gendrin　 　　　 国 立 極 地 研 究 所 外 国 人 研 究 員
　 　 　 　 　 　 (CRPE)
南 極 ロ ケ ツ トー 皿(15:00～16:40)
座 長 江 尻 全 機 極 地 研
29,S-310JA-5,6号 機 に お け る 降 下 電 子 と 電 離 生
成 率
松 本 治 弥 神 戸 大(工)
賀 谷 信 幸 〃
小 松 雅 明 〃
50,電 子 マ イ ク ロバ ー ス トの 速 度 分 散
松 本 治 弥 神 戸 大(工)
51,S-310JA-5号 機 に よ る オ ー ロ ラ ヒス の 到 来 方 向
の 測 定
松 尾 敏 郎 京 大(工)
木 村 盤 根 〃
山 岸 久 雄 極 地 研
⑨
32,S-310JA-6号 機 に よ る 高 周 波 プ ラ ズ マ 波 動 ス ペ ク ト
ル の 観 測(H)
一 波 動 粒 子 相 互 作 用 の 解 析 一
大 家 寛 東 北 大(理)
宮 岡 宏 〃
55,S-310JA-一 一7号 機 に よる 高 周 波 ノ イ ズ の 観 測
中 村 良 治 東 大(宇 宙 研)
野 村 雄 二 〃
珊 国 際 共 同 観 測(16:40～18:10)
座
54,日 一 ス
55,日 一 ス
長 石 川 晴 治 名 大(空 電研)
バ ルー ン実験 報告
江尻 全機 極地研
鮎川 勝 〃
山岸 久雄 〃
小 野高幸 〃
平 沢威男 〃
鎌 田哲 夫 名 大(空 電研)
小 玉正弘 山梨 医大
平 島 洋 立 教大(理)
小 川和絃 東 大(理)
岩 上 直幹 〃
西村 研究室 東 大(宇 宙研)
大気球観測報告
一　 VLF観 測 と地上観測速報 一
江尻全機 極 地研
鮎川 勝 〃
小野高幸 〃
山岸 久雄 〃
鎌 田哲 扶 名大(空 電研)
平 沢威男 極地研
⑩
56,日 一 ス 国 際 共 同 大 気 球 実 験 に よつ て 得 られ た オ ゾ ン 密 度 ・
気 温 ・液 温 ・気 圧 デ ー タ に つ い て
岩上直幹
小川利紘
江尻全機
鮎川 勝
東 大(理)
〃
極地研
〃
37,バ ノ1一 ン に よ ∴.d－ ロ ラX線 撮 像 観 測 計 画
小玉正弘
西村 純
藤井正美
山上隆生
奥平清治
村上浩文
平 島 洋
山梨医大
東 大(宇 宙研)
〃
〃
立 教大(理)
〃
?
58,グ リ ー ン ラ ン ド国 際 協 同 ロ ケ ソ ト実 験
江 尻 全 機
山 岸 久 雄
内 田 邦 夫
E・　Ungstrup
J。　K。　 01eson
F」　 Prirndahl
F.　 Spangslev
極地研
〃
?
DSRI
TUD
DMI
?
～ ～ ～ ～ 懇 親 会 ～ ～ ～ ～ ～
(1810～2000)
⑪
2月25日(水 曜 日)9:50～16:40
K多 点 観 測(9:30～11:10)
座 長 北 村 泰 一 九 大(理)
59,　Nose周 波 数 か ら求 め た 伝 搬 経 路 と 地 上 に む け る 振 幅 の 強
度 分 布 の 比 較
町 田 忍 東 大(宇 宙 研)
鶴 田 浩 一 郎 〃
40,コ ー ラ ス 振 巾 の 空 間 分 布
鶴 田 浩 一 郎 東 大(宇 宙 研)
町 田 忍 〃
41,VLFコ ー ラ ス バ ー ス ト と パ ル ス 性 地 磁 気 脈 動
国 分 征 東 大(理)
42,高 緯 度 多 点 観 測 に よ るPc1脈 動 の 動 特 性
林 幹 治 東 大(理)
AUVプ ロジェク トチー ム
東 大(理,宇 宙 研),
九 大(理),LBC,
　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 U。　Vic
45,IMS高 緯 度 ネ ッ ト ワ ー ク 観 測
上 出 洋 介 京 都 産 業 大
X中 間 圏 －MAP(11:10～12:10)
座 長 小 川 利 紘 東 大(理)
44,極 域 大 気 中 で の 中性 大 気 徴 量 成 分 の 観 測
－NO2 ,NO5,05一
柴 崎 和 夫 東 大(理)
小 川 刷 紙 〃
⑫
45,夜 光雲の発 生 と中間圏 の温度 分布
岩坂 泰信 名大(水 圏研)
46,タ イロスN系 の気 象衛星 に よるマイク ロ波垂 直温度 分 布の
観測結果
芳野赴 夫 電通 大
高安 誠治 〃
田中信也 〃
XI　将来計画 一1(MAP関 連)(15:00～15:00)
座 長 鎌 田 哲 夫 名 大(空 電 研)
47,極 域 中層 大気の水蒸 気測定 につい て
岩 坂 泰信 名 大(水 圏研)
山下 喜弘 気 象研
村林 成 名 大(水 圏研)
48,昭 和基 地VHFド ップラー レー ダ観測計 画
五 十 嵐喜 良 電波 研
小 川忠彦 〃
大瀬正 美 〃
藤井 良一 極 地研
平沢威男 〃
49,Baシ エー プ ドチヤー ジの開発
中村 純二 東大(教 養)
50,極 域に むける イオ ン温度 の垂 直構造の観測 意義
南 繁行 大 阪市大(工)
英 四郎 〃
竹屋 芳夫 〃
⑬
51,北 欧 に お け るMAPに 関 連 し た 大 気 球 計 画
近 藤:豊 名 大(空 電 研)
高 木 増 美 〃
森 田 恭 弘 〃
岩 田 晃 〃
石 川 晴 治 〃
XII　 将 来 計 画 －ll(15:00～16:40)
座 長 松 本 治 弥 神 戸 大(工)
52,リ ン グ コ ア 型 フ ラ ッ ク ス ゲ ー ト磁 力 計 の 開 発
青 山 厳 東 海 大(工)
遠 山 文 雄 〃
西 口 正 幸 〃
55,極 域 電 離 層 電 場(静 穏 日)測 定 の 新 方 法 の 提 案
北 村 泰 一 九 大(理)
54,極 地 研 情 報 処 理 セ ン タ ー ・デ ー タ 解 析 シ ス テ ム
江 尻 全 機 極 地 研
山 岸 久 雄 〃
藤 井 良 一 〃
桜 井 治 男 〃
内 田 邦 夫 〃
55,　EXOS-Dプ ラズ マ サ ウ ン ダ ー 及 びHF帯 自然 電 波 の 地
上 並 び に 飛 翔 体 観 測 計 画
小 野 高 幸 極 地 研
56,　EXOS-D計 画 と極 域 超 高 層 物 理 の 研 究
大 家 寛 東 北 大(理)
⑭
第4回 極域における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム
講 演 予 稿 集
昭 和56年2月23日 ～2月25日
会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 座
主 催 国 立 極 地 研 究 所
地 磁 気観 測 所 珂 村 議 条 島正幸 外釜健.小 遣 捷 春
植L地 研 咬 断 宿 雨発　 ,e.ei－八1勝 手沢 庵男
繊 帯'こよ け5R。1理 磁 気脈 動16、　 tWiiこ 示tav5観 場・峰 史lg・ ・此脚'こ
羅蕊鰻懸蕾膿豊麗罵慶藷盤1曇巖凝
,2K・XZ,`・鹸 幽(エPDP・ 　 …　Y・・th3エPDP・
蹴)でigs。 　 tass　 PE'ニ フ〈)z{s・
4恥ce　 a　 中 陣 聴 ミ・こa,ms　 P・1のMと
文通Lじ いu5こ ・tbP・　 示 唆t恥5σ)で 、本研味は
ま言・ 楓 支帯 に 赤崎 さPE'こ ついて 焦 点 を
しc3"さ こて と.と才ぎ.
鹸 毅 を{識sδ瓢1ご ㌶ 義㌫ 芸け、
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1あ きり と 読 ∋t5こ ・cb,`'で さs'
にSUて9)く ・(vう 物 理 過 牲 を 示 唆 しZ
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タ・スiLレイV－ によ－bオー[コラ電子加速の室内実験
大山素戻、中村良治(東 大宇宙研) R.L.　 5ten:乙el　 (UCLA)
権威に降下35オ ーロラ電 子Pt　1～10　keVのdithの 場合)。DLは 中lU軸上の乙ご30λDに
に加速 された毛の で、あるこeis良 く矢・5れ て 位 置 し(言4菖)祀 の領域では答電血縁は
おり 、そのメカニK・Atし てタ・7"iVLイV－ 磁 力線 にほ1翻 った分布(言 ⊥彦～)乙 な.て
(DL)や 異状抵抗 等か盛 ん19研 究 され 、人工 お り 、全体 としては 、磁 気圏で考 んうれてい
衛 星に請 直接観測ユ桁 なわれて・、る 。そ の るu鯉 諒 している,
結果 、オーロラ帯上空約1R副 こは局在化 した 電 子はDLに よ って加速されて 、磁 力線 に沿 フ
沿磁 力線電場(DL)が 存在 し 、等電位線がUて 円板電極 に向け て流フk込む 。
字型 をした構造き持 フていることが推定 され イオ ンビーム は 、磁 気圏尾かうの1・lHD的なフ。
てし)る・2ロ ト琉(雁 ぢKeV)1内 応 い 鴇 臥 木陽
DLに っし)ては理論的断究の旭 無 磁 場や一 風 一磁 気圏発電作 用の生ずる電離層電枷 こ対
榛鶴 中での室内実験3縮 勧 れてし)るが 、応 彊 。
磁 気圏物理学の直土易か5は 、ミラーm22場中で・ ヘ ルAホ1し ツコイ ルによるタ陪P磁 場(ユ～706)
の模擬顯 灸力唾 要 乙なる.こ こに行 なわれた は 厘 の影響 線 くこ乙 、ビーム密度nb/a,
鎌 は 、その点 鵬 虚 蝉 た最初 の実験編.き 上げ㍍ 乙胡 的 乙して印力釣 れて・る 。
実験装置の概 略 を図1に 示す.長 さ'5mの エネ」レギ一分柞器 にょる測定,は 、磁石一－DL
チ エンA"一 内には 、2っ のフ。ラズ マ源 が置か 間 には捕捉電}が ほ乙んと"為在 しなt)こ と,を
フk、左側 の中央 には直径6c肌 の永久磁石(表 示 す。これは2次元的DLの 特徴 で・める 。
面で・2.Keけがつ リ下げ5れ ている 。右側 の協 また 、磁 気圏 での条4牛と同様 に 、電離作 用が
極電縫 左側 噛 して上 げると 、中央 のグt,　DL生 成 のメカニx"ム の本9.て・なし、こ乙が 、ア
ッドを通 して 、磁石に向けてイオ ンビームが フターグ ロ一中で のDL生 成 、Vraの上昇だ けで
入射 するs。 はDLは 生成されない 、警か5示 された 。
この ヒき 、磁 石前 面に置 力凍 た円 板電極 のバ'
イア ス ＼4、ビ'一ム のカ0速電狂 レもによって!勧 五
差(拓 が定 まる安定 なDLが 生成 された(1≦e略
£25)。
図2に 磁場 乙等雪遊線 の様}き 示 す(05吟
ああ　　 　 　し　 あ 　つ　　　　 　しム　　ム
艮 鴨 蠕TZ咽 　　　　MAGNET
エ　M・zer　 etαL,偽 γ・制 崩 ・翌,24・(剛
2・　 Bbck,　 ⊂bsmicElectrod/π ・三Σ,ラ44(1`172)
3.　 QLuorし&イ ～∧〆ong、Plシts・　ReV.　Le七t・芝エ/'3fi3(Ig76)
4.　 Stenzel　 et　alり 吻&ReM畑 ・笠 牌 ・(1・18・)
tr'　 M・k・mq・ αec・1。J・Appl・Phγ ・・(M…lt19別)
B(rニO.z)(G)
　 くコくラ くつ くコ くつ
゜ ° ° ° のN(b)φ(
,.。)(V)
(q)8
VELOCITY
ANAL
卜鰹u
q　"t　ELELriL°"z"e　 EIIi　Ll
q-_.B::こ く ～⊥_?
?
…
蠕 星VE　°
PU㍊P図
一 　 　　FI AMENT
あ　 あト　　　　
Σ',+45・m→痒
21㍊ ξT。rr
十? ?
ロ ≡≡}ロ:
n。 ・IO8cm
kTe=2eV
塩 図 VS　6As
図 ユ 実1織 置 エ ミ,〉,};,7・7,ロ ーブ・に よ.
て 、電 位 が測定 され る 。
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図z(の 磁場 分布(b)写 電位線 の
分布　。PLはzき3Cmに 生 ひ・てoる 。
フ ラ゜ズ'マ圏f氏温 フ゜ ラズ マの高 王子1しギ 一半止手降 下 に対 す3そ支客ll
磁 気圏の葛 工和 しギ㌧粗 手とフ゜ラズマ圏
の低温 朽 ズ'マの相 互作 舳 電縫 の構造 を
決定 ず3重 要咽 狗 一つで鰯.停ll之1ブ,
フ・ラズ マ ホ 一゜ ズ(・Aglj可 憐 度 て"見 ら畑 電OP・'(・ 、3
},m度 の ト ラフ は,両 ラ島のネ自立作 用 に ょ3電
離 層 の加 熱 ヵ喉 因 と飯 ら椙.と ころが,
赤 道 面 ・お 塒7・ ラズ マ圏`磁 気圏 の翻tの
変 化 に よ っ て複 雑.に 衰形 可3の1こ 対 し てノ 電
与態 度 の ト ラ フ で'tgこ れ1ミ タ寸声 す3変.行 うが'観
ラ則 され}こ と ほ稀)で あ ろ・ この理 由 の 一 つ と
{て,7° ラ ズ マ圏 のイ氏ラ星 フ。ラズ'マ の態 度 ヵw両
伽 概1醐 を コ ン トロ ーtレ して ・・3こ と,
grshl,7σ ラズ マホ 一゜ ズ 礪 鞠 ・1わ 咽
9Pの フ ラ゜ ズ マ顧 が 低 下 すれ ば,ai)エliし そ
一)陽 のt£1?・川 間 恥 さ ・な3と ・・)こ と
カで・考 え られ る。
最 近二 王SIS2の 潅見測 に よ る つetαcムe4
Arcと ・つ1一 ロ ラ オー バ1し か らア ー7が'微
微 側 へ伸b"Z・ ・3現 象 解 蔭台 れ て い3.
(M・sh・.P(・ta(.,!979;WallisCt・/・,/977)
醐 視 軸7・ ラ ズ マ ホ・一 ズ の変 形 と類 似 性 が
見 られ 、 そ の関 融 け"繰 され て い3。
フ・ラズ マ㌣ ズ の{転 多fま,磁 姻 電 場 の
変 伯 ・よ・ て い ろ・・う 研 鞠 録 可 朝 時 に
その或こ形 の しカ＼1三tc,;ソ フoラズ マ密 度 ・もナこぎ
く変4⊂ 寸3。 こ 二 で(aフoラ ズ'マ ホ 一゜ ズ'の変 音多
とそれ1・ ぞわ7。 ラズ マ窟度 の釦cを 計 靴.
Petα 、ムe4　 kcの 看彫則結 果 とeciligltす3。
瞳 的長 時 岡(数 日程 度)の 地 磁 気静 穏 期 間
di後 にPetaChed　 Arcの 観 測1ラllがろ い ・とは
フoラズ'マ圏 の低 温 フ ラ゜ ズ マ の重要 な重気害り乞手、
.下 の酬 」、7・ ラ ズ マ圏 磁 称 ・
っい て の一例 を 示 す。
?? ?
??
?㌧
??
?
」 ?
? ? ?
・1 ・1
〈・ラ㌘ 三〉 く＼/雰 ♪.
1
・1
,〃 あ
てητ マ石 一
＼箋 多「
ド;紛
l
l。1
????
??
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媛 電 流 の サ ブス ト ム強 度 への影 響
鯉 醜 駒 南城 分 が サプス トづ 雑 劇 ・辺1鴻 灘 臓 物 輌 豊 手分 の瓢 プ
産1謝 して鍾 碑 素 で柄 ことiSEgs・〈・の所 為 ク又 あrt・VMε 砿 鰹 とつ・・禰 像
宛力・ら胴 か1。舗 てきた。 し・・しな ・・ら惑 乞.紅 たtの で'あろ・但 し,メ・σ。 郷 綱 イす
郵 蜥 蜴 の鯛 輔 向 きrvg。 てfOsn6ザ1伽 之 た靭 け1あ ろ・]9。・朔 躍 憶 う1鏑
つ・ス レ ハ徽 と泌 輪 噂 前 のえ 褻 乙り 胤 よる・劇 変・湘 関 抗 して・・る・ 加 持
螂 な締,糊 嚇 迄 嚇 ゑ で岬 らか に ざ な繰 が醇 拗 け ブ ズ ー励 磁 鳩
k,、 、な、、.轄 間磁 場 の急 激繍 向 きが起 合1蝿 屋陶磁 蜘 急 激な 輌 きが起 る・輔 の
る♪嫡 の鯉i細 末 きさが,惑 星鵬 場 繍 援 彰 緬 ん きさ 、・価 すろ・ 考 ・晩 方 秘 ・
娘 分 とサブス レ ・禰 度 の関蜘 こ嫡 苛に影 惑 星悶満 場 の融 き部 分 の フラッ クス が櫛'
¥2;;一.Z,4S5b・E,)76・ ・!F6N}19714itLqlで あ ・抽 麗 譲 る分 峰 遠 レて・・ろ・紅
鯛 糊 他色 用いて調 べ 繍 果 につ ・・て継 泳 丸き 勧 ブヌ ト ームが鋤 獅 ・ こペ ラ
es。 　 1、.VS}aopitoEの 繍 な如(侃1ボ に髄 渤1討 プス トーハ級 聞 して 鯉 閲
,βc7sr¥)酵 。て サブス トーム・・起oG磁 勘 蹴 紡 綱 蜘 ・櫛1鐘 歌 意 で
る(v・b、v,、sak(細。1?71JB。t・K,1972;κ 。・・b甑 減,)977)あろ ・
こ 乙 かs,痴 ヨ の 解 加 こ於 い て1ま 出xるveリ
惑 星 蘭磁 場 の急 激 な 南向 き に よ る効 果 乞抽 出
す るkicifeif.24と して 下物 の象砂 洲 ・'た・3。 。
O.RS屋 闇磁 場 り,5dVな 南M-eq　 kffeる 前 後 の迄
陽 胤 の 勤王 が 泌 較 鈎 多し勧 の な ＼'こ 乙。
・鳩 星房脇 嚇,そ り急 激 な 輌 き碗 る前,
少 な く 乙 毛4時va)7.M・itl.7s)ゾ 、L・dblaき2° °
蝿 雄 伽 て・・る こ呂.蕊
夕,助 鰍 で1嫡 も指数が疵 ら与・8迄の 慧
倣 蜘 ひ 癖 例 色価 ナ加 揃 回 の翻 璋 乏 に ㍉ 。
a」5761E・…bの に した・但 し,用 ・・うれ ろ勃1が
少 な ・・為 選 択 髪準 り・雑 協 のよ う・抄 し
緩 和 した.
④1惑星間磁場ls,　 南 向 きが彪 ころ酌少 なく 乙o
も3暗}閉)」].」二1よ死 活〕き カこ鯵'&itオ 多して い ろ
こ 乙。 更 に そ り弛 向 き成 合 はμ・来 ろ雇 リメし
き ・、こ ヒ。
x.
　 　
、'、1、
■.・.
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.●
■
.x
,ク/}:言k。s
x
xX
■
鵠 。
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SINGLE-」DOUBLE－ ノ　qnd　 TRIPLE・-SHEET　 FIELD-ALIGNED　 CURRENTS
　　　　　　　　　　　　　in　 the　 DAYSIDE　 CUSP　 REGION
R.FUJII　 (NIPR)　 qnd　 T,IIJIMA　 .(UNIV,　 of　 TOKYO)
PAy～1◎ε((:uバP)　 REGtOiJのF'Eし り－
ALtξNED　 CVRRErJT　 Cmc)　 につ"Zt;　 Yの刊 態
雇御 竃 星闇 壁 間 磁 場 舘 との 関係 等 、牽右・
は,き ツし'ZtltSvo
ノ今回e揮 毫2・ ⊂ま,　TelADに よソ{得号車た
乃養場 デ ー タ重 用 いて.　 DA・YseDEのF冷(yt:つt`Z
芝 の特 性 ま通 路 。(北 掘 り
'FACの 袴 奏象としzl事」単層(醐7疹 ギZ上
向を ヌ停下向せ),二 言届(高 鱗 側 に上向守,
伯航 覆りに 下向きの量寸磁's(1;!e遂)母 御
三重乃(高 纈4頓Sbら 上向き.■F向き㌦」ヒ向寺壷;2し
ヌ{審Iq蓮)1=・ っt12考 えた・
特 性 ℃し 乙 は
り 三倉類(岸 ・二道重層)@FACの 工MF
8y・ θ茎との関 係(MしT－ 工NV42デ布)
‖)」 鵜 糊Cl二 重唐FAcの 幽1唄惇肩 に
よ,z采 鞠 か(鵜 と二鶴 ψ卑1・3tSか)
二重島 呂三重ノ旨UCのSミ 視 感 何 陰よ,て
沃 尋3か
仁 ・7`1て調A・ た.
芝の 結 果 乙 し て
D輔 フ髄 のモのに関 してta,
下向き電流`不 千歯側 に 埆 き電 流 麻椥ll
r-!分布す3が㌧　 YqfiSiエ.　 Buの 符号t2よソ移動
す3。 β8>Ol適 泪'2ん'3胱T
Bllく・ 、"t・ づ 崎
リ 二割 脅構 蓬 のRS・)1・関しZta.
・工MF　 Bk}　>0の ヒき{エ　 9-/5MLTOt
高轍1β 上向き.惨縛左側1F向 をの鍵」紺 タ
do洲 砺 山 香宙3,
・B響 くoの 固 事?一'∫ μcrか 高 緯 左 側r-下 向 き
・修 剰t震 側 に 上向 きの電 兼 対PtdのMfuatτ ・83.
1り 三誠 擬 のbe・い ・・z(s
・ZMFBe70atき は?-tSMLTT,高 純 度側 鴻
上自恕 下向を。掲向 きの電 灸 対 β・`　do)-itha"tT'あ3.
・　Be〈oの とをre　?-fSMじTe'上 記 ヒ 蓮 のテ霞網 漸
do鴇 δ哨帆tz吟 友i.
iv)輪 橋 蓮の汐)が娩 す3か 二重・rkMEfiEe¥の ナ
袈損 す3声1τ.　:EHFの 条件 官けtvrs承 齢す∵磁気
圏肉 の4冴 嵌 句 が'蜘 秦τ3・
餅 網 依講 演 かLrA・3.
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A(糊 村 縫.γ 勤 皇・」駄 友 千,'-e.s2c("'dl/吻嵌 ω 漉 痴 と
? ?????
??????、 ?
?
??????? ?
?? ??
?
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入 谷 晃(電 流研犬吠電波観測所)飼 う佐 奈(電{寂 研 究がP
野 崎 憲 良F(竜 郷 死所)加 藤 汚 弟(電 ラ醐 犬吠砲'蜘 測がP
南極iＬfi,SO」-PtヒしてVLF鰍 槻 測 たこ跡 胴 輪 は・ユ・こ・・と肋 蜻 ・
耀 髄 檀 ∪ る.今 回財2峡 醜 観 測3・'・ ・リて・舗 調 度 棚 るくか ても
耐 心、じ、 欄 殖 財 郷 轍 輸 却 盆相 　 TmSU酬 ・崩'C　 ・;　・zalS・'f・E　L　raり こ ℃グ う愛憐
棚 び 一対 解郁 そ橘 呆 粥 うれ 飼 で は正'協働 雁 してし)る・
報 告 ヲ る。 」[メ・よ二のことカ'う
オ ノsガ電2皮のイ主相 日表イヒ/量うi血路 蝕 か う達しHA1}くUう サイ ク
距離 へ の距離特 性 て低緯 度 も東 かう面へ伝 搬 ルス ソシピ ングは
する隣 つ異常,赤 道 壱横 切5枷 ・現 あh3裏 低 緯度 ε東 か うth
鵜 国 司 醐 でT£USHIMA-・ 」・6・H・(ヘ イ魏 弗 離 地
黒纈 告㌍;野 認 漂lll請 豊艶警㍑
巧 フ リーマ ントノレ(+対 ラソ刀 ま で 矛 ほ つ よ 帰
枢1躯 ある.図 柄 黒丸tgi.zeg(uＴ)の 船 賄 龍 きに熟
す る 合リヒノ考λラのイ立置2示9 9
れ る.
、。 ・36・ …5ユ82121・T(甑・　∠　OOO　 K・m)
才2.図 当 ソ りHA工1くU9
位 ン稲 臼衷イヒ量 の 距離 特 性 も示5。 中緯 度 に ろ・
げ る値 は約8作/tMeqで あbミt　 ij'一知 う栢 ∪
るが 東 浄、で はIo芦s/Meytで 稽 準イ直2よ ・まk)フ
て り る。 こec'繍1モ ー ド棚 経 棘 モ東 か ラ
才1図 船 り航 行 コ ース
HAIKU　 に は サ イ ク 」レス リ シ ビ ンク㌧か現 め
れ磁 気 赤 道 イ寸迩 で発 生E頻度 が最 大 ℃ な ソ,
萌 へ伝 搬 舅 際,イ 胡 腿 度 が地 球 磁 場 り効 果
も 受 帰 た め ぞあ る,　 Fr・mantle　 て"の 値 は
S/Lts/1・lonで異 常1ミ 小 さ 、ノ.ま たT6UδHIMA
の 東sg,に あ・げ る値 は18/・rs/Monで'Zモ ー ド伝
F,entCtntZe　 >凌 舳 中 に も連 日,職 汲 時 撤E-S,し,Fr… 　ant2eでS・SN/M・・で あ る・
1,発 生 した.れ 図1・滋 緑 笈 髄 でのv6　 REUNエo～ 吠 吠 で のノ姻 日劇 乙量 な ク・雛
T,SVβH工MA　 に はサ イ ク1レ ス リ シ ピ ンク は 兆
生 し 奄か うた 。
サ イ クルス リッピ ングの薄、因 ヒ して三 つン考 え
う れ る・
1.　inzモ ー ドがiPZモ ードよ ソ卓駒 。蒔
之 蓮 田 ソ伝 廠 波 ヒのチ歩
3,受 イ8磯 の誤 動作
2」 こつり て・a犬吠 電波観 測飾 こ刈 る実験
で逆 回 ソ伝 搬 波を除 去(Carゐ σ雇 アン テナ
使 即 してもサ イ7.,レ ス リシピ ングが発 生 し
NOV.DEC.1979
才3図 測 ・庭卿 司申 つイ立オ8日変化 丑
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ぷC乙1:イ 辛 ウ て 万力起d.れ う つ 手 ゴ7㍗
1極戒 超 高 層 復 宅し(MaSlae†iじand　 AuroraI
∫abst・ ・m,　 U　L　F,　 V　L　 F　 e　?・;ssi・ の'+ビll,
肥 痺 磁,易 の ∫teρ －faκction　 b9ア」 袈 勧 ド 絆 す
珍 ∫・μ厩 π・卿 礒 紅 択 ・'る ・ び
もt6りr;極 域 榎 多し1々 妥 の 諾 生 ・ 伝 搬 機 構E,
繰 る う え で 重 客 与 信 味 ε 毛 つ 。
SCCに よ フ マ 励 起1れ 仁 権 威 穐 姦しv*l
∠。eaE　 tfue　 S・よ,て ビ の よ う ド 菟 パ く
る のv＼,!9ヌ6^・ ヌ9tel'1く 暗 躍ロ基 地 でt{fi・r〈,
∫36Silの,Slζ 乙 現 象.に っ い て 窃1べ て み 尺 。
レLl百o)考 邑生 多良ノ≡L〔=っ い て!1/zhピ 負{三.ヒ 一゜ ク'こ
も つ 分 和 幽 恥 妹 パ 　 UL戸 り・ke(/8ん 嘆
じv－ ク)L比 較lzし/[戸tJ,/8^・2gh2・・も6
峯q文星度 の 励 起vs'2・fち れ う ヒ い う 精 微 ■ぐあ る 。
{か 毛 細,1・ ・エ ミ ・ カ ソ のtyr-11,オ ー ロ
ラ ヒ ス の'ぐ シ ド に う マ"励 起 バ'厘 ノ賀 」6のvx"あ り,
興 味 叛 ・・。 弓r"　 EL戸 ヒVL戸9エe上 の 磁 場
の 順 ・分 噛 順 や 掲 ヒ,全 イ本 ・ 周 ラ霞 敬
諺 の 広 ■ぐう マ 強ra,V¢ 化tJ,非 彰t=茸 拓 バ よ く
泓 綱 ・ ゲ ・　-　i・'　・V"tl　Coinρ レessi・ 月,7'N.fi鋤
1〃70(fμ κaficnl?い る 篠}vく わ カ＼ う 。 う7る
M・3〃etie　 dU,d　 A・k・ha/　 sαbsナ ρr〃日 ・関1
2ほ,図2ド 示 あ 可 仰 く,00ゐ ～03h乙 丁 峻
t二$(二Cド イキ う5凱hSナohva　 A后 力起 の し゜ 一 フ ザぐ
瓠 あ ち れ う 。
vKMa>k,tljftヤ ・b,コ う1"朝 勧 戒才齢 し
は,地 者 時 イ友 有一性 珍ift,rc18守 起2れ 易 い 物 理
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循累 区得 に。残54個 の固題 芝解 決 す
3皐 に∫ り,大 量 イオノ ブ ラム の解駒
M"r"き3夢 ∂s'eWfi　.tm.　 3!亡 君7μ コ"
りズム のあ56の は将 来 のオンボニド
f世理 への道E周 くφの こあ3。 な 蔚.
規N㈲ 解tS　'i　xテ ム によ 、 τ,昭 和顧
慮に δiNいて受信 さmに イオノ ク"ラAの
N(h)解 称 を」n6年塵 に行
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lR可6年 斗Rに 南輸 さ脈に,南 極 田和 この 図よ り
基 地 ズ の 電磁 層翻 繍 星 工 ～エ5-,る の
1「しF午L夕 受・信 毛5年 玄i経 過 しに 。
す 之1にIRgo年 乙 自害z'に 受・信 さ 吼 た 約 与
野 トの干L夕 が 日本 に鞘 ・鰯 匹 解析 さua
て ＼、る 。 、9「 〔6辱 」L目 か 弓1980」 年 礼
目ま で に受 信 さLK　re軌 道 数 は 工S工S-1,
乃{合 わ 忙 る と.600髄 迄越Zる 。
さK解 析 さ 敗 亡VLFデ 、一夕 中1二 冠
り ・)一 サ ー の 発 生 頻 度 の ピ ー ク 貸
方 一 口 う オ]X"-ILに 会 フ て 、＼る ・
乃)、)一 サ ー は オ ーDう オ}s'-ILの 内側
(喬 講 度 側)の 嶺 二域 で 七 鹿 妻)t1ua3・
3)」 夜E唱 「†・側 で'ぱ 、)一 サ ー 応 あ き り 願)
さ 収 な 、、。
と 、＼っ †三 二 と 力x'"bカ 、る 。
二 の ノh匝(r)詳 し い 解 析 念書果1:二 つ 、、て 蔑
Z。 ・9,)9越 顧 了 しF、)一 サ ーV'ssua5.講頬 当 日 報 齢 る ・
VLFり 一サ ーQ　 iqer,scう な特 徴 支持 っ 。
り
主持 っ。
z)・)一 ス領 」敢が キ 常 に)1＼さ ＼、.
う)垂 生落鴻ミが 位 の緬 租 象 と較 べ 蔽 い。
斗)軽 生 ザ、磁 気 圏 の、、う い う な 輌 三藝 量 に
よ1)大 き く、瓦 右 さ 似 る 。
S)、18つ 力 し)ト1二 蘭捺 しE粒3運 動
に よ1)廟 起 き 眠 る と 匙 わ 散 る。
こ れ う6)特 徴 が 弓　 TLF　 、)一 サ ー は 極 域
の粒3晃 動 の様5差 示 す良 培 怠指 標 と な り得
るで'あ う う 。
乏 こ で 今 回,田 租 基 地 で 重 ・信 さ 臥 た
工S工S-　 1,Z,　mTLFデL・ ヲ差毛 と1こT
LFV-"'一 一(r)特吐 客僻 村 した.Zの 紬 呆
IZ.報 替 る.vしF、)-b－ 峰 蟻 域 鳴
に つ 、、之 直 田和 基坦 で 、qR6茸 ～19ηY
辱 に浸,信 さLltF_工S工S-1,kのV　L・　F　`i"一
夕2E,b=し た僻 輌 ・、 解'に 糟 石膏)い9
80)に よ1)　ifs　tS　WO　MZ　 、、るザ,今@　 as
さ ら にlqRδ 年 ～|q町9年 のデ ータ も
加 乞 之 、る σ)ズ よ り計 い 、解 析 ザ 可能 と
意 フ1三 。
囲 いさ結 果 の 一層)ぞ 工S工 ～-Zに よ
1)南 極 の冬・期 向[羅 蟄)さ脈 たTLF')一 サ ー
の発 生頻 度 玄 不愛 隷 度 一磁 気剣 地 方 的 ぞ
分割 しに マ 川プ 上 に示 し巳 毛 の ズ あ る.
箸野5σ)結 果 と.1較べ 発 生頻 度 σ)介1布ザ
宥 め うカ、に なフ 之 、る 。
了 解 の 特 徴 的 な5イ ス ペ ク ト 噛 遮)e-)Y。 ・hi・。,T.,F・tunlshi,H,,Sa±・,N・,
0。 。kl,丁.。.Cl玉 眼se,M.　 いq80):
OCCUtrences　 o・F　マ しFh',～ ∫ αnd　 saucet
em・ss1・ ・51・theg・u†h・ヒfi　p。1・rr　 heg1。n,
An† αre†.Re(二.旦,1⊥ ←6-160
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図|エ ～ エ5-Zズ 南極 の昼 棚 卸に
鯛}さ 恨 ↑三VLF、)一 サ ー の発)主
頻 匿 分 布
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障〕極 日宏手口づまセセ乙にお い一(/9ク54よ ソ、/
ラ分0導 きで 、カ ナダ の人 工衛 星 工Sエ ∫-
1ノ ユ の受信 が 行 わ れ て1た 。凌 作 デ ータ の
解 キ斤に よ ソ ・:え の こ てが 琴鳥 らト た.
磁 気 圏 の 極倒 旙 繍 龍 鯉 槻 象で・あ.s.E
L戸 じ スt3、15丁 ∫ 一ユ φ為履(看 夕!400
km)iこ あ'・1碑 く の 場 合3・ ・ ～4・OHz
(二銭 い低 域 ガッ ト オ フ そ も つ(Ptl)こ の カ
ット オ フ は 、ネ1激 メ オ ン 今働{仁 よ5、 ξ胃5
twe　 ien　 cortoffで あ り、 工S1$で 観 測
さ れ た.こ の ガ ッ ト オ フ の特徴 を多'序しす3と
⊃欠σ)よ う1こ 章3。
(1)豪 季t=お い て は ・高 度14eokzaで、ほ
Y4ど の場 全 力"/ト オ フ が貝 ら恥3が 、
冬如 に才ゴい てi才.カ ッ ト→ フ6v室 員莞 に 鼠,ら
れ ㌃ い場 合 ケ しは"し 時"淑2。
(エ)カワ ト オ フ 周 麟 蛸 絃 触 吋 ・魂 化 し、
鱈 か塙4鞭 に位 置 す 」後 拓 くt"3。
カ ワ ト オ フ ∫司波数 と プ ロト ン ジ'ヤ づ[コ周 波
数o」tt!X3ic.鱈 にお い て はSS° 一・
9S-∂ の範 囲 でtb/i・ 一様 に0、9Sヒ 乃 ソ 、;冬
秀 に おい てdま 動 力 大 き く 、^0、8と
イξ～く青3場 合 ゲ あ3,
⑤ 丸 ト わ の裁 縫 ・⇒鰯 鯨 と汰 奴 、
減 衰 量 が 大 き く寧Kしす3鰻 戒 は.Zitls力線 を
ト レ ー ス す3tプ ラズ91長 ρeズ 有 近 ¢相 差
す3。
15エS－ ユ1こ よ3イ,rン 組 故 親河ll・よh
{1"(〃 ・-ffm・n・ 亡c・t　,　tgg・)曇 丁 の高 度/初
k耽4寸 近.で・は 広範 匿](;hV,latS5'-85・ °)に け)た
り、O† が90%近 く ち占弟 、残 りは殆 どHt
がnVめ3.(図 ユ):の 組 成 に芽2計 尊 しreカ
・汁1フ 周 波 勧 癩 到 値1・ ♪く 一{S(73・ 一
元 久 季 ・イ オ ン組 成 は 精 度Uい ・組 成
比 が換 物 づ 化 招 。 ・の イ わ 租 咲 の 夏冬
の&い が ω,の ・潔 した 磐 匁働 曜 聰
わ ψし}。C3)に っuZは 、カ ・7ト オ フ減 ゑ量
は クロス 六 一'べ"互 ・にBNケ さR、 → し の モ ード
カ ツフmリ ンブ イ菩老父に4衣 存 し て お ノ、 ⇒た 、カッ
プ ソング侍 歓 は 地綿 撫 粒 愛寵 直り脹 ベク1-・L・
tの 交 角にtソ 定 づさ 。 往 って(3)に 記 した.
三顧 寡 量 り 璃 斥 ・夢イヒ は.地 坪 羅 場 の 伏 角 の 緒 反
射 し に イ続 し て 為り'?AF.L7「 丁 仁 ス のlkへ'
ク ト1レ 方 向'が 、 プ)ラ ズ'マig]o)p勺 、タ}て ♂大 ミ 〈、
射 し し て ・・珂 鱈1却 、唆(て1・5.
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峠 久雄 罧 鯛 福 面 汚(微 り網 面 野正そ知 叙 醜 語)
坑㌶ ゜:三ご鷲 ㌘ 繍 倉1㍉ ・・聯e蠕+害(激 ユ)}④
・…"Aご)彊 調 度・翻 輔 の諦{阿 能 ここで・)Aは ミース 臓 醜 ,Rlsxhtk暗
蚕・ ・の方三靹 ・°v－ ブ ・・ ケット の 魂TL,・ ・)、1疑 蝿1歌 イオ ン 楊 紅 鱒結
縄 衝 ・よ る講 鹸 ・て 鴻 ・痢 、ξ・縄 ・喉 は 吋 パ 速 度 て・鵯 。 ノ
;。s-3|。 」A－ ク 号機 で'・ の実験 を行
・セ.入 力御 し{:12・1。9n〈1・6 .nt.
嚇 列 で'輌 撫 謂 い,さ5'・ σ./V。P
バ イ アス 翫 舗 いた 。
電 積 紅 ・爆 力3軸 、δ。
Te・x砺 豊 ξ巖鵠 弁b)(り
電 子 顧 に♪ ・・エ.　tW　l　l・討 縞 黒棚 た.寸
なA)5,
(り'|∠+O～220裾 ヶ民 の 高 度 箋足囲 ・で',電 子 温 度 は
500～200。 °kに 電 化 した。(
2)ロ ケ ッt上 昇 時 に は,1000～2500。K
の7隻 手hが 屯 フ た 。
(3)七 二23°A...・4VD2cに ・ 駐 温 度 が 短8欄
に 納4　 (>　OOv　 Kに な)た。
誌 鷲竈元と蠕 ㌫ き警
享㌶ 露 麟 震差ぽ 套語 翻 宴㌍鰺 感1驚
電圧 であ3。
この駆 糠 を恥 て,電 擁 離 ・舷 わ・
強 めさ。
5000
100200300
FLIGHT　 TI卜1E　{　sec　 )
図1.5-310JA--7号機 ・)電男 用N"ブ ノしプ ロ ー ブ を用oて
観 測 も 軽 簸 嘱 間 質 イし.
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3-310JA-7号 撰'ドよ 多
細 動 工わ しキ'飾 →脆 のチ ゴ/ク
鯨 樽 縮 織噺 殼 斤
小山毒一部、 平尾邦修
み 珊 鴻 鵠6 .と.。,で晒x哨 怜 相 礁 で'あ
っ1:と 恩わい、憤}覆iA上昇とと毛(て昂V艇//
鰯㌘㌘
い1二 噺 齢F擬 網 数 か う1"ti・Z・弓(,了 多・f,
こ囚 、.ピ1もt」 　k?fプ ラズマ中亀 輪 回蜘 得 個 ・鷲 鼻度7'レ ブ臼 縄
蠕 惚 ㌫ 講 票二㍗繍 凝馨駕'纈 警㌘)
蜘.叫.。b,ド 靴 醜 砺 申硬 鋭 しr・ 剛 雌 累{辻 嘘 泣 と馨q了 一 パ憾
棟 別軒 脚 力・しべ 磁 プ 惇一フ酬 か で あ 礼
法 う噸 駐 電場 糾 び 恒ti・leの 測オ陣 徹1・ よ ・て 凱 確 駆 畔 かう:k
l、IL　%kesヒ つ3ae3・ 下 ・-5・er・ ・議 論轍1餓 ケ 纐 纈 ・、ffi7MＬeA-lrfタ
紙 。 グ アン7・遁 。マτ祐 帥 さ て・35・flhyt3.恥 伽 ㍍ 砂 磁壁 流
れf・.ラ雌 器 邸 糾 その一1;iSZt・X/c`1であ 多。 い醐 ・存nLt・9・ 一/1・kpmで 醜 芒 テ
μ、t・ しろ障1「{¢子 よ クも電 場の,レや 飾
プv－ プ栩 電 ち ・～2vの 三触
戸畑 〃ク
綴苧憾 ζ弩繍 繍1)k"1
0s… μμA～0.P¢,`・A(2κHg)
与 誌 陣 下府 マ ンわ しtr　!R　 LaN・ ・19t－
の うちの 粉 川 であ ・ 紳 ・千言ひ ょ うな
興 ・翻 る情秘 イ享 られr・。
測 鱒 累の あ は し
離1手 話1夏86畑 ・ち徽 さ1㌔・86k,…'
い電 工ら僻k肩 て1膏 観 しτ♂か ・ア・高
私 度 の 勧 ド個 エ わ レキ㌧ 訓 舵 組 多・ガ、
帥 τもデ㌧7て 臨 川 工わ バ'一 働 ね
鷲謡 ㍑ 認 瓢#1'
、駆 鱈 グ 躍 自評 脚 ・・Fi珈3わ こ・
1丹 紅 踵 であ η 聯1/D　 k・・J　kklk"zて
麟 励 ヒ蜘 礪 い ・・てi・e　a・r・pm領 脚 吠3
岬 陣 お 郷 か伽 岬tと ・ll・/・嘱
ev・…　sy七 ・i国 孝 は ・ で く3・
継
議 蠕 離犠1瀦、灘 蔓
の昴|ザ 甚噌 億 擁 戸.
一27一
極 球降下粒 子に基づく飛翔体 およズイソ
ピーダンスフ・ローブの帯電現象につ・ば
渡辺勇三*高 髄 利粋 大象寛率*大 林辰蔵* *宇 宙研 赫 束比 大地物
南極 ロ ケtソ ト観 測 に よ る て降 下 オ ーoラ
粒 子 に よ 。て フ・a-7"系 の シー ス厚 の増 力0等
のttaイ ア ス現 象 知 見 い出 さ孔 た.こ オし5は
つ・ラ ゾ リ ア こノ71マ り一 に お け る バ イ ア ス効
果t同 じ6のxngX5れ る。 図 の よ う に そ
壊しそzli・,の領 域 で」吾々 の ロ ケ ッ ト毎 のA,,イ ア ス
特 性 が 出 て お り理 論 曲線 に 良 く乗 っ一(い る。
図 は横 軸 に プ ラ ズ マ 周 波 数.縦 軸 に シー ス 容
量 イ直(cs)をtっ て シ ～ ス ノ亘(s)封 デtl"イ 長 ・
の 比 をts・ラメ 一 夕 ー に(r;も ので 電 工密 度(
N。)の 増 減 に 基 づ くCSの 増 減1よ こ の特 性 曲
線 上 で の 変化 に な るbN"[1ケ ッ ト ープ 口一 つ"系
の 」ベイ ァ ス効 果 に よ るcδ の変化(t特'1主 曲線
間 の ジヤ ・」フ・、 す なわ3.Sハ ・値 の 変化 て
して 夜 わ 軋 る.測 定値 の特 性 領 域 の 変化 は
は 前 半L25、 後 半1,6・(大 き く 変イし1て お
り 克 明 に粒 ふ に よるAhイ7ス 効 果 か"反 映 さ 九
マ い た.
K-CTM-69号 機 実験 に よ るxig?Fビ
7・Q-7・kの ハ・イ ア ス状 態(り 時 間 的 空 間 的 変 ～ ム を放 出{て(河 島)ロ ケ ッ ト の電 位bN"上
化 の表 わ 丸 で 考 え られ る.こ れ5のlt"イ ア 昇{た 時 にイ ンピ 一書ダ ソ ス7°o－ フ"の7°o－
ス効 果 はkeV降 下 電 子、 オ 一 口 う 光 度.地 つ"特 性 射 特 異 な様 相 を示{た.す な わ ち.
磁 気擾 乱 度 な で め 来い関係 力幡 ・ た.
(1)S-3{OJA-3号 機(Kp=1"f")
{よs号 犠(Kp=`)6号 機(Kp=s)
に 比 べ て 地磁 気静穏 時 で あ・ た.そ 札 は オ
ー0ラ 溝 臓(平 沢)、 電 謡 度 の 高 度 分 布
に 右表 わ 札 て い た。'、"イ ア ス効 果 と(マ は
(A)90矛 ケ～106秒 の ビ ー ム放 出 時{こ 、
ci〕　 cs値hr上 昇{た.
[i己]　 SHR共 鳴 の レベ ル カド減 ・t){た.
[iii]　 SHR共 鳴 のQ値 加 少{上 昇1た.
(B)70j秒 ～90矛 〉の カ'ノ ～ ドの み通 電 峙
つ ま り、 加速 電極 へ の 加速 用 高 電 圧 の
s/入 、の働 、・3号 犠 の 時 ・、5,5号 梛 号機 印 加 力憶 い時 にtcδ 等 方ゆ ば 化{た.
の 時t.25tVl、6の 領 域'ζ1な っ てー表 わ オbた 。
(2.)5号 機 の 実験8キ の2、 「13kcVの 粒$フ
ラ ・ソク ス(松 本)、 寛 喜 密唐ぶ オ ー ロ
ラ の輝 度 分布(平 沢)の 時 間 変化agるY約
350秒 で粒 み フ ラ ッ ク スか"若 干 減 少{37
0秒 で ロ ケ ッ ト は オ ー ロ ラ か5タ トへ 出 た.
ビ ー ム 放 出 時 に は 周 辺 のNcが 上 昇 【 そ 孔1こ 基
'"い マcsか 上 昇 す るbs'そ の 理 論 値 を 上ih
っ て お り 明5か に プ ロ ー ブ 累 加'変f七{た こ て
を 示{て い る 。S/λoの 値 は ピ ー4の 無 い
時3.。.(A)の 時e.+～0.5.(B)の 時t、5
で あ ・ た.こ れ5の 現 象 は ロ ケ ッ ト の 帯 電
S/入Dの 値 はE領 域 の特 椎 を経 て 上5の 曲 線 現 象 に 基 づ くイ'Jピ ー9"ン スフ゜o－ ブ の 電仕
仁.落S羊iき350秒 一て"上 之5の 線{こ 孝多り、3
70秒 でt、oの 所 に ゾヤ ン つ゜ し た.こ の 変
化{よ 降 下粒 ふ のH寺間 変イヒに 良(一 致{た.
(3)6号 機 の場 合{こ は 前 半x後 半.昇 りX
の1、トイ ア ス効 果 ある"は ロケ ・ソ トー っ゜ ロ ー ブ"
系 全 体 の イ フ←ソ シ ー ス の 変イbな't"を 反 映{て
い るて 解釈 され、マ い る。 前 半 で述 べ た桓≡域
σ)オ ーC1ラ 粒 各降 下 領 域 な で の粒 ふ に よ るAP
降 りで オ ー ・ ラ粒 子 のブ ラ ッ クxb・ ・lt　イ ア スM果XQr毛 の 晴 え5州994年
き く異 な りオ ー ロラH-!3.HF波 動(森.岡)の 極 球 でEXOS-Cてロケ ッ ト に よ5イ ン
な ビ も後 半 に 多 く観 測 さ 札 た.S/λeの 値 ビ ー タ"ソ スγOつ 嘆 験 力潮 待 さ札 マt、 る.
??
???????????????????? ?? ? ??? ?????〜????????? ? ?
? ??
?
?? ?
?ヵ??
?? ??????? ????? ?? ??
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"ig;lt'zKクOバ ー スyの 違 劇 痛 タ、
礼 参 う台 弥
(紳 タ犬1箏
19ク8偏 月10θ22"86"7S・ ～T
に63和 徳地rリ 才TJげ"ら}1し 彦S-310TA-5
ロケ ッ トnコ ロナKオ ー ロ ラ1二命 中 し各種 雇見
質 俗 信 穿
工 特f)
P。　ft,タooo　 ken・
が4!写弓〃c多 。
問題 点 と して ば この よ う 彦ネ 連 続 が 見 ら軋
捌1城 幼 し島 餅 綿 昆測 魏 多頭紬 ・4謝 る場合 φ秒411こ ど・ 纏 縫 〃靖 っt{L,f・
し1一 クk。v　・Pオー ・ラ 電豚 ε・貝値 しだφv・ 鵬 幌 で 御 ・ 二 ・・　Adt　n/　 int伽 感 と
肋 階 調 錬 ルギ 一鎖 協 働 め てマイク 俸隔 ヂ/綱 梛 垣 通,1・と見訪 琳1蜴
ロ'ぐ一ス トφ漣 儲 捌 ぐ砒 た。 コ デ 一 夕例 会 杉 残る こと・ で弓に瀦 劣;原のキ医践 繊 が含
を 砂 ・'・御 燗 鯛 … 類 聚伽 駄 棚 締 し練 網 罐 切 ゐが レ坪 し続
&t'岡 紺 綬彫2tV/・t・ 長,ieのn!PtbX#　 5・t)"v・lr}t1こと 攻 ど't"Sl。 二・IL6に つ いて
招 統 イ る.二 のバ㌧ ス ト紅 繍 肋 完全 に 膠 の嫁 籾 ε轍 堵 鵠.
解 明ttし てV・ないボ 肋 扉 顔 負tUt;",・'cA
鵠1レ ギー の躬 が同時 に豪鋼 毛受
S-310」A-5
踊 初zva夜g〃 し〆 工知 レ午 のre
St:星 園 づ 看逮.度 分 散 に 戸リ愚見測 地
点`・ お、・て 各 砕 ル ギ ー の 物 殊 多度
鋤1う 副 産 碕 雌 雄 ず ゐ.例 しh,IL
の観 多畷Skli・ 　Fi2.1　 Ut　rラ ・・ 物 毎
の エ か レギ一切 稽 劣 式 荏の で㌧ の 時
圏 差 ゆ切 誓a肴1二分 げ ろ;皮 布 の 矛1直続
と して箱L襖144し 看嬉t"勿 る。Fi{}・Z
nF・s・7?nの デ 　ーveMno」 　ts　/it
餌 齢 した 多の で あ 乃拭 え./勧 〃
b・ら ム けkeVへ の切 穆 鰍 訴 連 続
φ蜆 弓 ル.周 眺 物 唯 帆 両腕
多見しβ と毛解 釈 づ 空 ろ.図 の場 合 波
形 の 類 イ砿性 の惣 社 よ ソ1ラ 畑 鉢大仁 φ
遅,lio存"毛 の とす 札 雇'図 示の 七4
が 画 し晴 向 と秀 丈 引 しる.一 徹 に エ
ネ ル ギ ー切 輔 猿 に 拗 る測 定竜 チ
fキ8レ ギ ーE∠ 「2,Eu堤'1し1二 赤f応
ブる 重 手 の 達 で ε 鷲,勿 とずノル
厚"怖 く比イ痴之1う よリ!"㌧ スト恥 全源
け 伽1ゑ φ、ラノもぬ力 綱Lに 謁 ラ%姦6
ゼ 測 っt
防24
なD。=鷲一 τク
(彿 〉 覚 ♪
で 与 え 弓 ・1しる.
Fi3・　Zの イ11-"nVac"。・・6s。e
℃'努 リ.こ 〃し(ヒリ
?
　
E=701E=445E=273Eニ214E=114keV
《一 －t
Fi3・1電 子マ47ロ バし ス ト観 漬 り例
－
E=1.14keVE=2.14keV
F;s・z　 工7ト1レギ一切 暫 時 拡1k図
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1()4
103
∫ 一一3/0[[yA'一 一ー－S'号 聯'に よ る オーロラ ヒス の 到 来 方 向 の)則 足
ぶ 一310こ 「A-9号 穆 は19次 様1二 よh>キ 弓'榿tf,亭 。 供 って観 測 さ 蝸F-8の 写 料柱
り発 射 さtaオ ー ロ ラ に命 中 した 。 この ロ ケ を 実測 さ 軟玉 ム゜ ラ メ ー92便 フz甘 葛 しノhEL
、ソト観 測 で はVLF帯 ヒス の スペ ク トル 、伍 し 汽の ノ・°9一 ソ を比 較 し1方 位 角Eギ め さ手
pmA"7ト ル ノ及 ぜ ポ ィyラ ィ ング 電 力 を3則 定 に な き。 、
す る麟 が嚇 抽,物 練 、　e$llSWt　 r・ 図1に 祠 州 の8ヶ の δの輯 λ靹 万 籟
ヒ ス り麟 磁 駒 競 の比1は 誠 榊 ψ・x)"ラY-9--lcし 塒 恥 峠bの で 列
らほ動 線1鵠 ・マ 嫌 弱 齢 よ 肺 挿 中1じ の{S　PwL-　 Lよ り'ss3se・　T・　t・・El}sヲ ・
り小 さ く 長一べ'7ト ル とBoの な ヲ 角 か'か なり し か しノ8の 学 ～構'庄 つ位 相 とキ長「Pの八9タ ー ン
大禍w急i、t蜴 モ ード噸 と悉 切 峠 パ 方醐t中 心 ・し・倒8・ °・補 足
。 鞭 、芭 妙 妙 フv7Y5ナ よPFめ 縫t}・11t・"-cN;'5・ 方師1・2・ の聯'あ ・ て も18° °
/ぐク トル(灸)ヒ ロ ケ ッ ト軸 の なす・角 は 大f寮)r方 位 角'ごtG[良 とB。 のな 多 角が 畢 な5(
SC,勧 工kiVla!'._の 餓 桐1よ1孤 の,bte・ 　Sp　・a　fy　fii　 t　5°bi・it　 S,し たか っ仁。
下向 守で ある事 が わり、っ荘が ヒスの強度 のa手 口手の侵 ヒB。のな 弓角E示 ヲ〉亭 か58の9弩
励 麹 が姑 く ホ゜ イイソラィンク"勧 の 御 子 舶 ヌ峰 禰 ち・晴 材 駈 る ・ ・威
方向 まで 献 妨 瞭 オ、7r(2和 ・け 不糠 横 割 のyi・t?."1-・ ラヒス
今 回laダ51・ °一ル ア ン ラナ で観 測 さMTヒ の 到 来方 位 芝ギh9°
露礁㌶鰯 ⑤Φ(D
鷺 灘1芸ご羅饒 《奎)・ 《蓼
藍羅 懸㌶(D(D(豊
町Lタ 函 七ズ 嫁 ・矯)U9卑 し瓦 鍾egjk・9`tで ・7・・ト打b　ir'　8rs　"s　tM
この考†恥 粛 秀充虎 殿 鍋 司(享 連 丈 たtCi洩 隊(平;ft隊 長)筋 引 こ厚 ・縦 を
師 号)を')フ フレンスr.q5と 醐 φ嘲 勅
位 術で砥 中 が柄 足し電 圧の8の 手持柱 を 示可 。
x,　 Sp;M　 M・d・2at]cn－ 競 肺 レベル
恥.馳)のmnの{}tx6.s　 (　zattz-Zr　 ta　 kas・ ヌ,V;de・1請 の 醐i腓 弩 弓
ご協 力 、、其 ぢ い た粒 屯研 究P『,小 野 高 キ 阪IC
言馬糞 董表 ヲう。
文献
鶴(PwL-Ll　 l。K幅 Σ'の セ経 緯筏(りKl…V・ ・.M・r・ ・。、Ts…a・Cta・dYa・ ・as:・AI.;
軸 力)e)ス,w.Bデ'一 夕 の手交牢 弟国難 呂・Wt・N・・ふ …　 P・ft・n・　Pe・・(　'u>　be　pvbl輔
前 日 刈 だ して族)乱 た 舳 胴 楳1・8の
一31一
P亨〕S-310ＴA-6{}ec"t:Ei答 載'ミjlli.1三高周ヲRプ ラヌL"_
マう皮勧 観婁ll装豊(PWH)に より,才'ロ ラP条下粒 ≡ト 讐 ・
と皇陵 に関連 した顕 著 な フ。ラス・マ波 動現 象 が観測 ミ.。,
れた。観 劇結 果 の詳 細 に つOZは,前 回 の本 うンホ゜ 曇 ・
ジウム にて報 告 したか1',*)ここZ・は時 に、tt£ ・1!れた 屋:1
各 工ミ"ノション に つ いて,フoラZ・ ・マ波 動粒 子相 互作
S-310JA-6号 機 による高周ラ皮プラズ1マ5皮重カスAOク ト1レの観ラ則(]工)
波動粒 子相 互作用σ)解析
大家 寛,魍(索tLX理l i。、A-,ANT.EXT.　 AP{二X　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　 .　 ALTITUDE　 ■　 (KM)
(a)
綴音翻 た鵠讐:緑 聯 関羅聾警 ゆ㍍… ㎜ 蜘
㈱1結 果〕 剃 図にP酬 に利 鰯llさ庶 フ・ラ 請
雛 霰1灘 難 讐1懇lll。8
‡ξ認譲錨讃愚姦1競業薩;轟轟
濤 雫曇奪慨 略論 鵠2kV‡ 鍍　 　 　 F'tlGiTITEME
腺 動粒3reESSRの 解稠 実際 にE　SM　 Z・観(・)
禁儘鑑震認る羅頴1禮 ㌶1きが ち が
ご;負慧そ鷲婁雛鷺ナ島震麗瓦男!㎡;
欝欝灘巖羅1
特 に フ0ラ ス、マ 圏二皮薮 江1妾1て お、いZ十4>大 きな 歳16・10
静 ε も つ 二 とが確 認 ミ妊(8・(Bpe",ev/km・it　N°RMALIZEDFREQω/CLe
ωP).耗 鵬(こ のig3v-Ai・ よ3鶴(・)
???? ??? ????? ? ? ? ??? ?? ? ??
?
?
?
????
NORMAUZED　 FREQ　 ω/n.
{SEC}
第2図
NORMAuZED　 FREQ　 ω/、n
βL-310JA-7号 機 によ る高 閲波 ノ イ ズ 〃)観 劇
5-3iOＬA－ 鴨 機 略 猷 れた献 電 レベ 剛 μ以 下t"・z.IE,}'・7×iRご 曙
綱 脚 禧 畷 ノイ ズ{酬 糧(アW酬)・ 馳waに 精 よう に(3tん 鴎 捌 鉢 なく
は α6～%酬 滞 域 での!　 ・i　Z"EIDou〈1)　F.c.つr"・`z"5・(ぱで・訓1纐 ω を 詞 ・)
外側(フ ・ラz'・'z側)の グ リヲ ドに†3嘘 雇 一 勃 縣 壕 ノイz"ti;・i・<f<張 離
印 加 し縄 飛 齢 を捕 集 しzそ のAC髄 ス
ヘワ い 晦 和 して測 定 し鳥
第1図 にノ イz"OPス^・ クNvE,:ic　 q・ 掃 ヲ」
耳‖卜悶 亡友i綱'て こあ リ ノD-C!電 》註しヒ1脚 り換
え で デ ータPt暢 ら('LF-。 葛1図 のf田 は ロケ
ヲ トti・JRf-Nつ ラtpもpmしZ・ ・3MrtE・
in",肌 穐 初33刈 δ5A　 Z"ekfDし て しま ・
－
t=。 ノイズ ス ペクトラム の情 徴tしZノ 橋 レ
ベ凶 狭 帯 域 ノイズ に加 え ㍉ 一3・2朧 姓
に ～/Oμyン)(千の広 帯∫薮苺 ノイ ズが観 測 されて
い る こ 乙で あ9b
岬 痴 ば1鵬 鯨 塀 静 乙・も・・、 蔦
・・鹸 敏 飾(6-7賄)猷 第1嚇 ヅ しノイ
ズ綱 ヵ濯 ρ御 縫 く の かフ、マ1綱 渡 数
も低 く信 ・ZOI!、 レA"　lvb¢ 下 し、　aS　li3　e!r
喝 七s　l。otケ、高接 件ok甑 あセ リで{さ葺滅t2
1・SNHtか
{2鎌m93MH'
で あ リ ノ
・1微Z・o}ス へ・外1レ 嘘 獺 晴駅 融
t三。6阿 るい フ「一 巳ラ1宇 で'のノ イCl"1ニラ王aし て
/60岬 書で の強 覆 じ瞬 間 要化 を易2図 に 示 す。
1田 力、うdr)カ 、る よ ラ に ノ
勾 玉くSceの/4ズ 喀 七≦ り0今夕 で 発 くラ か リ,
弱=(・ ・品 、のバ 為 搬 、独 、融 話
方瀟 レベtレ で あ り
ろ日 勤f・,で も 川 ズ 鵬 測 されZ嶋 ・
;二 ご;fceは 電{}Vイ クbトbン 〕1司波 数 ノ れ
博整 数 も 系 書。
降 下檀}幽 粕 蘭 ・細v}は の電 通 糺9
3皇預 しじtua63ヒ)そ の3基 穫 が 小Eい 瞬 圏城
Z湘 ㌦ イ ズ レA'　tu　・b("tsくtO'フmラ 恥 暢 ノ
イズ・も 少・f富h・った 。(ズ ー1っ ラ 中て"は90V投
句 檀}砲 纐 纈 ヒ ん ビ・伽 ・しZ、 、r=7-de、
穐 激.の ウ π 、・晴 間 ζ式 敷 し在 ・)
謝 辞・」!}〔1ケヲ トの打 ち」ニザ竃才旦当 さ4～ た嵩
円 纐 終 隊 のOfti3il・ 厚 く諦 観 系 し35.
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第ユ1塾1来$vq〃 ス1の 強厚 皮ecスA°クトルの爾 圏 敷ヒ
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日 ス1ぐ1レ ー ン 恕 験 報 壱(総 括)
誇 認1轡麟 綴 魁麟hX蕊 諜∴ 蕊 芸島
2.大 気 壬ギGa',ゴ 巷 戟 犠 悉 ・
兼 ね ・ よ り.θ 本'z`・も 北 極 圏 ・A-・ ヲ 図1・ ・ フ ラ イ トFレ イ ン 齢 す.大 気
帯 で 飛 知 伽.よ る超 高 層 ・研 継 し め ・ きi*"(at5… 〆 ・B∫ 型,打 上{デ 時 ・㌧ ド ラ 民
議 論 崎1),数 輔 ・ 県 体 酌 婦 舌 ・合 ・　 a・vLFア 〉 テ ナx&v上 げ3補 願 埣 は
カY日 本.ス ウ ェ ー デ ン 両 国 ・科 雪 鬼 ・ 間 マ'進 　 ZODIAご1/8XP50(6・ n3)[$1用1、t=・ ア レ メ
cv)s・ft?1・t=.極 域 碑 究 フ・・ ジ ェ フ ト ・-7は エRエCT#/2・ 井B　 Natlレ ∫8・3・ka
言 う事 で,easマ ・1(t国 立極 晒 醜 声ケ・叶 心 ・ ・ たF肪 式 で,あ 乱 麟 犠 遷 は1
創 計 画 誠 マ コ ・kヒ 酬,今 年 度{淑 ウ ωVLF
_デ ・ン ・ 光 軸 ・あ さ ・ ス レ ・ ン・(∠2°s・.2v(・)x－線
21°04.z・E)・ 言 う ・ ケ ッF-"'レ ー ン 打(3Mゾ'ンノ3
上ti"#地t=き や"マ,日 本 のB5型(5000〃)
5バ/レ ー ンZ基8用 　tl　マ,オ ー ロ ラ 帯Z'lsV　 3.
LF液iカ 、 〉〈-i泉,〉 し マ.オ ゾ ン`・)長見須ワま・す
3峯 ・ ま 。t=.
3・"x3・ ・IL-7㌧ ・.z～8ん//・
20　 kQV　 ～　1∫o　 kAV
〈 ∫工工 －kC6ゲ
天1験 結 果
1誓 燐`ま7月/0日/クsjチ4ヌ 〔今(ム7つ,2
鏑 は?e//θ/締/8分(LT),夫 汲 球
伽 行 まわ れ,大 気 妹'へ 飛輪,{牌 ン器 へ動 作 も疋
1.目 的 常 て㌧ 初期 岬 自身か漣.せ9れ た.唯.地 磁 気
今 回 へx,Skte,ゴ 時 昧 仁 ・ラ帯z・　A気 はifk'・'t,オ ーoラ は 現 わ れ ま カ・・ た ・ 図z
球 高 度(～3・kの 　…　 VL聯 動 、X－ 線(・es3!li},f41}C・81T,5'・ 地 上zai9.1)`ま続 け?」 ・bt
,オ ゾン 峙 沽 物 理 量btl,a」 ・5圏 ・7調 度 州 行 う事 ・…'a・tNiオ ーnラ 現 象 ・願 う 高
、.よ。 咬 イ乙誇 才 一 ・ ラ現 象 ・ ピ う関連 ・ 偉 勲 か 柔勲 遠 駆 ヒ∫ 乏 ・与 ・暗 紅
マ い3かi!i調 べ・る事 へ 他1・,6本 製 大 気 球 き
外 国 ら基 地 で・打 上{ヂ5ヒ 関 レt=reセ へ4支#'テ 的
・i};S'〈18的問 題 岬 決 し
,将 未 ・ 大 気 球 史1験 ・
道 き 開 く こ と で あ っ た 、 加 重 て,VLFi皮
動1地 る艶 気 脆 動,cん ・A,地z並%3成 分q地
上 観 測 左 胸1　 Fr月 行u,キ ル ナt=於11て ピ ら
よ う まkれ ∫ ら 現 象 力†得 ∫ れ3か を 調 べ5事
t,大 熊 押 上1デ ・ 同cく 重 手 ま 課 題 マ済 ・
た 。
,最 高t=.多 〈 っ 言 〉"御 協 カ バ 有 っ た 事
ま 彪 レ 、 感 謝 ・ 蔦 左表 レ ま す 。
図2.君 ・ 財2B・t11・ ・nT呼 ゐ1・ ・
　 　 　 　 　 　 　 Rtvtsed　 fltght　 tr■tn　 Conftgvntton
図 工 κ ・レー ン構 が 図
日 一 え天 気 王ギ観 測 和 音
一 　vLド 観 測 とエセb観 測 速 報 一
江 尺全齋 軸}勝 き 小野 高書 山岸ク㎡,鎌 田哲 菅 平3臓 勇峯}一
繁旗 師,紳 獄 空電研
iRso年 守 刀to日asよ(完R日 に 、ラ「一 口
ラ.粒与a隣 り込 」トに伴 う エネ1じ ギ ー収 支 の4青
魅 目的 ・・ は 講 演 醗 酵 製 丈 縛
(B～ 髪,螂 ・tn3)を 用 し・て ス シ ェ ー デ ン
国 モ1しヴ 亭姉 妹 の エ2レ ンソ(6ク ゜S3"4'、
2/Pt¢El)1・7i,e>・ ・マ愛施 レrc　。
書験 ・・2篠 とモ桐 し?1694e'gcaの 大 気
牟 尼 栩 朝 朗 中.北 半罪 種 戒'こ 為 しτポ静穏 時 ♂
講 叫k恥 煙3了 しFtse!2電 癖 オ ー ・
号X繰 あ よび オゾ ン舷 霞 分・年 等 の デ ー タ5収
零 した 。 　 あ－rL下 向{聴 灘 身馴 機 、は・2綴 ・　le　t'止tiii
lこ重埣 レ礪 穣 禰 沽 ボ 静 穏 時 破 験?i-
&nた 為.・ 、芽1れ 必顕 著r3es象E収 得 す5二
と が'多 き τみか っ た 。
3Lt?月1日 か ら縛1年 目闇、同楊 前iこお
、、し 潟一ズ痛 畔 醗 舗 棚 物 将 来計 画
熟案 きi:)Sす31三 め と、今 回の だa詳 テ㌧ タ
蜥1晴 恥 ・ヒkel的 と しマ、-V・L}自聴
・乱,　ULF磁 波 の 地 上観 測 を扉施L・た 。1観
鵬 燗 輯 画 しい.薇 犠 醐 ま灘 賊 ㍗ 極
域トすrブ又 トーム1ニイ学う 礼 髪 廠 動,椒 心Vゼ習
phCU・a.に現 わ れ うPc.髪 日取勧 みよ伐'TしFコ ラー
ス 調象 を観 測i「9二e・bt・2・3v-h"'、 丁保 合
鯉電 諺翻刻 系tま電源/イ ヌ"の
三見入が大き く,ま たULF磁 波
観 劇 は蕨 出番近 くの 土木 工事
によ1ノ イ ス・ラ昆入寺マi1,1～ビ㌦「1
レも良質 のデ ータで 承 う ヒは
・・え な 賦 。
今 回 の講 演z・・ぱ.大 気年 用
▽-LF自 転竜 泉観 測 器 の簡 単博
掬 今 」シ得 ら4/た デLタ の初期
報 告ノ地 ヒ雇星揚リシ ステ47bよ
び・その〒に ター♪之タ几裡初期報
告 琶 行 う。
大 気葬搭 載 用τ・LF受信機 吻概 要を下髪 に示
し、図!l・ 繍 彩搾 醸 瞬 躬 性 愛4言・芸繊 条
のブ ロック タ冒イヤ ク"ラど、を示 葛「シ
アンテナ励 状3棚 淋1し 一フレア)テナ
巻線:2州.ゆ の銅 線2加 へ
眺 騨 醸4・ 而i努H,～4・1τ14躇H8
酬 繊 囲 ㌫゜ 螺誌 醜 綱
送 信 オ六'サ7・ 榊 ア τ5B(η ・んヲ琳 り
惹.ズ 籟 幣 藪 田TLF爵 イ書栽'の概 要
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日本 ・スエ.デ ン国 際 共 同 大 気球 安験 ヒ ホ ・Z得Sれ た
い ロ ヤ い
フbソ ン習 穫 ・気 温 ・液 温 ・気1壬i-9ヒ つ11Z
ネ 上直筆 ・小 川剰 絃(秦 大理),江 尻金梅 ・鮎 川 勝 幡 地 研)
オ蚕Utt=as'け3フtゾ'ン 聖慮 ・X綿 弓隻産 ・V
LF自 然 電 兼強 度 の測 定 主 帥sと しz,実 験
は1ζヲ80t年(1月lO8(#1)刃Lびll日(#2)f=ス
エ ーデ ン ・エ フ!レ ンジ'ヒ おtl7つ 行な ち」れた0
1.装 置
オ ゾ ン{劉定書β(オ ゾ ン塵童 ・気 ラ盈 ・ヲ庄島 ・
5E)は 物 侮 辱bお"1ξi象 庁 の存 円 し マ
U3オ ゾ ン ゾ ン弓ノと同 一7"あ3δ'㍉ 攻 の よう
な 改 匿 が な され たo
A.長 時 間 の劃 定 乏名 うF－ め,Rたkの 補
助 ・9ン つ 乏設 け}.
B.レ ベ レ7ラ イ トeSBV"下 降 時 の 長Esq
虚 の た あ,連 続 式 の 気 圧計 乏 甲"た 。
2.系 課
オ ゾ 璋 醸:#1のt屠 峙 、 下隆 時aiske
以 下8び#2の 上扇 時13㎞ 以 下t:つ 川7
は 正 常 も ・デー勺6・ ・娼sれ た 。
長 湯:#1の 全n,IMag9び#ユ の ⊇c時(UT)
以 前 ヒっ 日 ・zな 正 膏 な デ ー タe"纏3矛tた 。
液温:気 温 の項 ヒ 同 じ。
与し丘:ξ 乏麦{ク)埴 ヒ同 じ6
3.オ ゾ㌧ 嚇 ギ㌧ タ の 嬰tSh－ つlll
A　 ttr1τ は レベ1し フ ラ イ ト 肉曲 直4参 か ミ
急 下陰 商始 直管 まで の国 産 異 豪す み ∫れ
た 。 ゾ ン"・'"egb6nf;・5#Li!rtwり 延 しn$'
リ,信 書 の 同夜 ・梅 」Lの 峙 虚 数 鳳hA4"
k2令,∫ 分 経tS　z"'あ30
B.#2τ ・は 上 」昇時 の高 度13k賄 付 丘Zl',信
そ が 蘭熱 愛 レベ1レ 仁墓 さマ ぢ リ,衿 の 時
歯数 は徹 牽〉以 下 で・あ3δ こ ρ)時 虚 誕 の
t.・,Rび#ユ τ・ISゾ ン=f"zy,t復Sし ち づ・・
た ニ ヒち どT・3,e1と#ユO」 婁)綬再 因
ebPt　q・・しtM－ τ'eta・tkasホB。
d.#1,#211ずthヒ っltze痕 魂 レ つ
い マ 惨畢 薦 万字5ネa",禽 こe'r・tM・・塁ng
のMcaz・ ・あ3可 能 樺1=両 疑 由v・・持 ち れ3。
D.異 常 樽 因 ヒ しZ9(1)*=pmの 他di)ボ
ン7Pの 不良 動 作 ⑳ 電気 回 路 の 不良 動 作 な
どV・X2Spt　 3　U'り#1の 原 因 ヒ し マ は
(iりが是 も 可能 性 か 高1,よ う に 愚 才)れ3。
4.補 足
A冶 回e　 c'あ2連 続 オ長丘 計 ヒ)リ 才:め
た 豪1匡 と し一 ダ㌧・ヒ よ りボ あ 寸言鳥1≧ の)
香 あ お 亡 き・行5二 と汐・ブき た。 予 想 せ
カ た よ う ヒ,嵩ts　 20kh以 上(60愉 し以下)
で は 正 い1ヒ 」9為 あ3気EV'sの ズ レ6…
大 さ く な っ マ,,3。 今4多 の を験 ゼ1精 密
な気7L値 ぴ'¢ 辱b場 壱hは4SiS沙 の対 婆
t・Ptig7・ ・あ3。 　 QEftlig回 路 客 ヒ較 三E
ttkt譲 け3ぢ けで 秘 な り の改ti・"za
4fiT'e9。
B.気 魂 規1・ つ ・zeド リフ トの鞠
bto'tsリ あ3よ ろ ヒ 毘aS　IK,　 鞍 正信 曇 の
,艶零oド 感 じ 玉矛t30
c.隻 場 デ 一夕 ヒ6し ば しば 日照 の影 響 ヒ
題 お 哀3拳 固蒙舶S変 動 か みs氣3。9f1勧
幅 は最 大 τ9d程 度 であ3。
大 気葺 ヒ よ リ中・齢iSY6の 劃 包 τ術5障,
オ ゾ ン庭竃 は 気温 ・気圧 な ピ と共 ヒ基 本 島 ち
物 理 量t　 diち 誠3勧 τ あ リ,A79Sのeeza
Z'・,e上elAEヒ 由rt3」,tN$Z+劣 ヒ4〒'trts,{"
け才しEr'te　・～も し}o
－36一
/78D・5P?k7,εSRA"鯉1・'G{・ttて,9
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鈍 ガxr・　7　v)　Uマ 入,Tラ デ・{・)7,・E?.↓つか
}。 ・特 徴{'あ3。 二 のv呼 ユ ーラ ズ ぐ←
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ね.
(3)ヤ1c々 鍼 の広 が'り 乏 二 次 タし飽 し:沢 之 でlf
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6apを 埋 め る,1で 診重 呼 で あ う う。
橡 題 に孝1イ た 化 借 物 の うろ,コ ゾ ン Σ一朦 い
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フ「ソ"ン に二つ い て13こ れ7Z－ κ:診tCl」);ヵ、らグつ
ド7・ ソ ン払 に1る 全 量錫 石4、 気球IC　 5ろAソ"
ン ゾ ンデ,σ ケ 、.ト襯 須1嗜 が1ぞ 施 づ,i'tて い う。
情 顔 τ・a3極 域rハ03垂 直有 布 グ観 酬1い つ
劣 布 く,驚 　々Pt孝 浮 丁 で 〃)笥 媒,ロt・7"ッ}観
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エC!ピueliて・i7　Fvフ・ソン痴 こけ かyralJ
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を4岬 レk・購'パ つkレ 痴 ごけ 鰯1蹴
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NO。m%2a43・-gs-。 綱 嚇,NO、
PtJ易7P(}662n幅 付近za吸 収 語1・・あ 多。 いず
此 の場 βも小型 の伺 え裟 で イ冴 τ あリ,周 一
核 置 でバ 劃定 砂可能 τ・あ 多。
鰍 魎 祝 鵬 鯛 〃o。 量 が 勢 多 て・
μ く紅 鶴 ヒの 聯 絨 リ/れ 直
じ加 勧6岬 卿 賜 い.砂 層し,矯 が」Ek陽
で あ多mで 冬夏日日fl7　m地 上観 劇17矛 可能Y有
ろう。 笥珠 κ 」る垂 直・分布 ハ観創'つイラ・1ガ着く,
eya,飾2鯨 、獅 醸 施 レ たll.　礪
圏 のズ 須運動 に ∫多輸色,光 化 塚)臨 呈理論 の
妥当性,乞 うにtlオ ーrフラ#冬 隣 リ止}ナの影
糖 陣 纈 で・磯 馴 ・　rcし て鱈 な デー9
が取碍 でき るヒ翔 脅 で きる。
～0,1り 寝間,目 を芝露 とした鰯llが 垂Y
fllる。　tslβ肴ic　NOユ の危 間観劇t可 能 であ 多。
03、 入/0ユ,〃03の 賃veilが同爾 に実施 ざ
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               Y. Iwasaka, Water Research Institute, Nagoya  University/ National Institute of 
                             Polar Research 
      During the summer above the polar area, at a height of  90-85km, noctilucent clouds develop. 
The model was constructed to investigate the conditions that leads to a particle size compatible 
with recent various observations. The clouds consist of solid particles that scatter sunlight. 
The particles are formed by water deposition on to the surface of condensation nuclei which, 
according to one hypothesis, are provided by ion-molecule reactions. For the pourpose of 
investigations the details of the physics of particle formation in the mesosphere region, we 
formulated a simple numerical models. The model computes the distribution of particles as 
a function of height and radius of particles. 
      Some examples of numarical calculations are shown in figures 1 and 2. Fig. 1 is showing 
the radius as a function of height for one particle trajectries using different wind speeds. 
Fig.2 showsmaximum radius for one particle trajectries as a function of wind speeds. 
 symbols,  R: radius of particle Rmax: maximum radius of particle
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ち支覆 し、　isζ矛Pダ5年(/98`O)2月よ ソ,T
lRO5-N　 系 気象衛 星の データ受 信 を南 荒
し、AVHRR(ノ 超高 分1箸能オ文身赫†)に よ5
t'巴表雲分布 図 の安 危、地 表面湿度4ノ赤 タト線放
射観 世愕 が観 渡llされ て い5。
ＴlRos－ ノVま人 工衛 星 ヒは、 以」二のイセに 受 信 計 は,才/7)欠 ア羨で旗医 したV2イ1:受 信
丁(りVS(重 直温度 分布 サウ ンダー)と 呼 ば'装 置 ヒ同様 の もの で;亙 控 性 乏有 し て居 さ。
れ3s赤 タト領 域放射 と利 用 した地表 よ ・パち度　 PCM信 弩は,AγD/,Y、 　Mo'n)tuy社 の気象倒
れ て 居 りL －観1塑 高 度 乾}丑 い 、工SO　 kWt　 に 産 ち3。
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受 イ壱縫 は,　 Sasse・tefic　At』 碗 袖1・ ワ嚇
バ ン ド の標 準 気 象 衛 星 地 上β燦 匿 て"1受 信 ア
ン テ ナ は2,6伽 直 径 のパ ラボ ラ芝)司 り,1:
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星 専 用7ォ ー マ ッ ト枝 調 器 に よ フ くア ナ ロブ
∫ち考 に複 煽 て れ、 レ ー サ一一 フ ァ ク ス、で地厘1づヒ
τれ 、 雲 分有 が観 側 て才し⊃。
3,)警 平 に方kけ2Msu智 見槻ll倒,
南極 デー タの鯖 読 にそ随え,現 在、電猷.
矛2/ン 欠疏 のデータの彦孝国xi・(s:の 複、 書 手観 倒所 にお け 」,マ ィ7ロ 破 セ ンシ ング
調 賄 うた,N),tg気 働 畝 琵 平字、睡 帳綴 の{Rl!Z't値t,6S2?の バ ル ー ン融 個 語 う
淑リ所 にお'・、て、:の 複 き周テ7、 ト乏旅2ね、':Eた
復 調 プDブ ラムの用 癸 と兼 ね く、内地 上 室の
間 度の垂 直分布 の勧 恥 解析 村 了・て属 フ、
現在 では、マ イフP渡 りモー トセ ンシン グ ・
データ の 縮析 ガま二叙 して い)の で、(氏の託 果
に っい て述 べる。
2、1弩 乏イち数 』夏とTIRO5-N
ＴIR・ ぶ 隠 気 象衛 星 ばsl9'78'Eili/o)9(・ ・)
13日 打k'デ の 丁'尺o∫ 一八!のse、 ヲ財ラ三は
NOAA-6('Ci・7・i.6A2ge打 上 げ)が
打 上 け'}れ.,観 故1を 言売行中 で 、・今 後.'1写 固 の以鞘 ご欝 鑑 ㌫ み
ンダ一 瓢 岬 繍 禧 あソ請 田嚇
ノov～)は 以南3種 鋤 オ播 が 構成て 献 蹴 る。
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瑚 榊K7k穎 圃 勤 侃 初 石 亥・ 、z使
用1衣 齢 め1利一臭等Kっ 、、ξ討論17-n・
寸.Lゾd線 郷 原と用、、jk水難 帳 ソプ ーり
原 理
与 α紬a、 也OK1棚 卸 き ヒ・下ラbの
よフほ解離反応 とδこ可 。
H20場 α万→H+°H米 ω
図1.
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近縁 要.高 木噌美 森田茶弘 岩田 屋 石'リロ青稚
ゑ壱厘犬蓼空電研究アケ
我 々はnAP期 慮1中に万Yk圏4)NO,
イオ ン,電 路 鍍,エ ー・ゾレなどの直接 気
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力灘諺鴛彦驕諺譲囁
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劇 乙ま非常に重事 で・あ ると言える、幸い極噺 フtbう ウレ計画バ具体イしす4tば>Lの 畦真が
Eei7べ1て北欧での多襯 列べ実現 しフフあ る ぐτ7{これら凶を レ咋'フて いぺ・沌」事バあ る。最
ので 魏 々礪 贈 勲 績 磁 繭'・フい て 俊 ↓・多鰯 レ恒 ン臨 測定器 姻 槻 弓 ン
述 べ'る 。 ヒであ る.蜘 ・1,卵 測 定熟 字《製作 コス ト
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今後 夘デ㌧ 夕砒 酸 と吋 繊 ・汚 回りえほ
再利 用する:"と バ遂そtレハ・
日本で'は再ノ麦使用 び 争るずうご'測器 を回%(す
魅 レ遁 路 れる司能性・S'asゐ.酬 な る ・ヒ`耕 歯 間 継 端 ろバ北欧 τ・何 椒 べ1
輸 送 バ トレース ガ スヤエーロゾ1レ1・与 える 可能 τ協 ゐヒいう4懐 を積 極 勧 ・冶 ・・すべ き
糠 鰯 べる。 嘲 ろ 鴻 鵠,
の ハ/0,イ オ ンtcフ い てt　r　diordiaレ な騨
鳳 る 肋 し バ よ在 す る可能 性 ・情 想 ミ
流 ゐ.こ の鋤 尿 セ総 則の上 バ ラ、確 ρ、め ゐ。
多)〃Otフ いてL9?らt=、 光化 営的 な(光 」髪
境,番 嵐 オ ゾ ン砺 割 鍋 ・沸 騰 衣
と異な る為 の特 製イ生め庭 リ得 る。
の 特1鮒O、 イオ ン関係`・フ いて解 低 繍 曼
での劃 定Z・ ミえ 、　E¢2B(ealkbK'C　 vる 。
籔慧1惚惚1蕊蕊誉ζ瓢実弟
あ る。
以下鍬 淀鵜・掬す摘 恥 説」胞 する(
新 鋼 舳 アの雑 多卿 。
リハ/o:ケ ミルミネッeン スず掲
見存基本雛 ナ乞終あり.劔 予金切螂 徽f皆
侮あゐ。
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風動液 玉妾 信 し,ド っフ゜ 5一量 ヵづ ゑ銅 臭の
願 翻 養 すB.こ ボ 島 ゼ も 麟 壕 内
1㌶7給 費,カ〉り讐 議 ㌶ 巖1
推 虚(よ う とダ3産 ミで あ3。
磁 場ぞ のト㍉ プ ラー トレ ース/ま,
ω ⇒騰ti　 ・Ui6・dygビ あ き
㌘)朧 ㌃諺驚篇㍑如
く,覇 で"時 間 飴'二 右 上.り,タz'σ 」ら
下 りaft夏 向 停 あ3。
とIN　うaが 舗轟 で あ3、h,1図1・ 、 カ ナタ
抗 極 圏 て毒邑)a川　lkデ ー タa－ 部F元 ヲ・ 口q
畔1二i・1},特1ニ パ ち ぢ'さ い 、譲 構 造 ウベみ 之3ρ
ζ頸驚 齋 喜ご裏躊
拝.適 う1/魂 碇'捕
→v
か ユ 画
こ うt'・.51z'da・.VVノ 享.ノtal9～.5Z'°'/5の
閥/二節 しバ 炉6以 弓 轡 峰 さ
各i;t2F、 峯 ハ産 贋 か4・ さ7ぎ さ一 粒 易oし4
と考Bと 劇 場/才 識'塒 γ胴 プL5・re-3、
=q∫ 亀`e,チ ヤ タニ カ でq蒲 、θ 芦 み ワ3
ife'c嵩q5ZZL(Ptrsレ ターこ)と よ(巧5e
◇
今.魔 曇鴎 偽遊 動(反 梅 奏フグ,げ ん 司方 ◇
夏1鞍轡 ∴膿駄蝪1鶏警}籟驚1霧
1ぶ 畠',警贅:筆㍊ 嘉1蕊1:蝟 薔 ㌘ 葛ξ㌶ こか5'竣施 と1す癖b°
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,極 ±也石サ晃 卜行 り 電」軍 機iン ス ア ム`ま,/ア7`年
研 究 練 の 落 成 ・ 同 時1・=　,　 HITAC　 M-'6CE
ラ ス ア ム ・画 像 処 理 ラ ス テ ム カ噂 ム さ れ 、 共
1司利 用 ヒ 侠 才 ポ マ 京 た 。/980年/2自M-
1601[カ ペ噌 タ吏sれ ノ/92/年3月 ヒ(士 高 性
能 小 型 計 算 職'シ ス テ ム 吠 導.〉、さ れ る 手 足 で あ
ミ リ
5.ヌ.・ 今・犀 中 ど=高 分 再芹8Eカ ラ ー ア ィ ス7°
レ イ 蓉 置 劔 ・商 舗 繍 と耳 真 λ 出 力 菟 置 忘 付 加
す5tナ 画 マ・,　kltsを 含 め た 電 算 繊 ラ ス ア4
っ構 成 図8図1に 示 す 。
1,M_1601ラ ス テ 乙㍉A増 私
(1)主 紀 徳 装 置O.∫ 卜1Sか ぶ1、5MSへ 増 設 。
高 速 」寝 葺 祷 オ葺.M-t60五 払 鷹 機 構`')設 置 。
(2)補 タカ コ 〉 ツ ー'レ う 鼓 置 。
(3)ア"イ ス ク941Pッ ク(800MB)よ り6ハ
ツ7(i200〃B)へ 増 設 。
(5)ラ イ ン70り)タ{=7オ ー4ス"ソ 一 夕 左 イ†
加 。
(6)ＴS∫3台 左6台 ∧ 増 哉 。
(7)VEFκSATεc静 電7° リ ン タ 設 置 。
(8)RA卜1TEC7400./,K2fi、kY。
2、
(D
(2)
(3)
(4う
高 性 能 小 型 計 算機 ラ ス ア4・ 、導 λ。
TlROβ デ'-7収 集 ス艮モ}里.
し 一 ザ'」:AX本 －bヌ∫qモ望o
PCMテ'-74ヌ 集 処 理.
FT二 丁 デ ー74X集 ヌ世理.。
(5)高 速 ・イき硬き_A/Dデ ー タ¥)く1集 処f里..
(ε)カ ー ブ リ ー ド 処 理.
(7)OPTRO∧//(5(:_4so()型 カ ラ ー 画 像 λ
出 力 短 理 。
こ れ ∫　・　ca'　rlE　g　3t.　A"　」t　fHし?拭 く為,5〃
(4)ト ィT(1600/8008PI)・ 手
2台 座 増 設 。
　　 　　 　　 　VLF　Anal。9　(Max　2ch)
丁 目 も。。/8。 。ge、 縄1.(`2∫-0//600)fx…"マ 二 手 ア'V等 ・一補 ヲ鰹 備 乏 し マ い る.
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EXOS-Dプ ラズマサウンダー及 びHF帯 自然電波の
地上並びに飛≠羽休観測計画
小 野高幸(国 立極地研二究所)
1s　 EXOS-Dプ ラスごマ →アウ ンダ'一 言ナ画2、HF帯 自然'電5皮 雇見:則計'画
極 域 電離 層 よ ソ磁 気 圏 に 至 る広 い領 域 に 極 域 に お け る 自然 電 波 の 地 上観 測 は 、従
お い て、 プ ラズ マ環 境 並 び に プ ラ ズ マ 波動 粒 来VLF以 下 の周 波 数 帯 に おwて は 精 力 的 に
子相 互作 用 乏解 明 す る目 的 で 、　 EXOS-P　 行 わ れ て きた が、HF帯 に お し戌 は †分 な観
偉テ星 計 画 が1988年 打 上1ア 乏目ネ票に推.進 さ
れ て い る。　 EXOS-D偉 テ星 に は 、 す で にE
XOS-B　 (」 工K工KEN)偉子星 に お い て
確 立 され て い る プ ラズ マ サ ウ ンダ ーの手答載 が
予 定 され て い る。 プ ラズ マ サ ウ ンダ ー は 、
AlouetL"te、 工S工S偉 〒星 及 び 工SS-b衛 星
に よ ソ、 まず 電食任層 ト ップサ イ ドサ ゥ ンダ㌧
測 が行 わ れ て いな い 。近 年 の極 域電 離 層 中 に
お・け る雀見i則(工S工Sイ 葦テ星 あ る し|[ま1:南極 ロケ
、ソ ト等)の 結 果 は、 オ ーロ ラ弄見象 にイ半な う強
い 強 度 のHF帯 プ ラズ マ波 動 が 電離,居 中 に発
生 し て い る こ と き 示、し て い る が'、 これ う の プ
ラ ズ'マ 波動 の 一部 は 十分 芸強度 乏持 ・て 地 上
へ 伝 播 す る こと が 予想 さ れ て い る。 一部 の地
と して登t易 した モ(ヵ て一あ る ・が＼ 近j年 で{ま磁 気 上一蓋見ラ則条吉栗1こ1ま 、 才 一[コラ に1手 芸うHFτ 帯 自
国探 査 衛 星 で あ る 、6EOS(1977年)、 然 電 波 の観 測 が報 告 され てお り(Kellogg
エSEE(1977年)及 び 」工KIKEN　 ond　 Monson、 　 1979)、 　 こら に詳 細 な
(1978年 〉衛 星に 搭 載iれ て、 プ ラズ マ 観 測 の継 続 が 必 要 とこれ て いる。 今後 、極 域
計 測 並 び1":プ ラズ マ波 動 粒 子相 互作 用 に 関 す オ ー ロ ラ帯 に お け るHF帯 自然:電 波 の 地 上迂
る重 要 な デ㌧ タ 乏提 供 し つ つ あ る。 特 に プ ラ び に 飛 翔 体 に よ る観1則 が計 画 され て いる。 電
ズ マ 計 測 への 応 用 は 、 衛 星の ポ テ ン シャ,レ 等 離 層 プ ラズ マ 中 に発 生 す る プ ラズ マ波 動 と地
に起 因 す る測 定誤 差 が含 まれ な 日 た め 、高 玉 上 観 測 結 果 と き対 比 させ る こ とに よ リ、 プ ラ
ネ/レ ギー粒 子 を汐 量 に 含 む極 域 電離 層 プ ラズ'ズ マ波 動 粒 子相 互作 用 の 解 明 、 プ ラズ マ 波動
マ に 対 し て は 有 力 な養見1則手垂髪 とな る 。 すで に の モ ー ド変 換 の 定 量 的 解 析 並'び に プ ラズ マ,皮
極 ナ或電寓磋層 に お け る サ ウ ンダ㌧ 養見測 は、 従 来 伝 播 ・の メ カ ニ ス"ム の 解 明 が行 われる こ とに な
ク)ト ッ プサ イ ドサ ウ ン ダ 一役テ星 に よ っても そテ る。
わ れ て し」るが'、　EXOS-D徳 子星 て':は手手【二種見
測 の 空 間 分解 能 の 飛躍 的 な向 上 、並 び に超 低
空 度 プ ラズ マ の 直 接 測 定 に 主眼 をお し,た設 言†
es－進 め ら/し てし」る,
一55一
EXOS-D計 画と権威超高層物理の研究
大家 覧(東 ‡乙大理)
[目的〕
EXOS-D衛 星は,現 在OPEN－ 丁
ヒ並び宇 宙研 にあ・t)て計 画 にのぼ っZt)31Cl
80年 代 左通 ひZの 主要 ミ・ソション の 一つ込
あるが、,「 才 一口 うのう原流 左たず ね,電 鍍 左
放射 す3惑 星 と しZの 雌 求の本管 左‡探求す3」
こ と左主テ ーマ と してい る。 この 主テ ーマは
換 計 る と 「地 球 の磁 気圏 と電 離 園 主結 ぶ
R・U　 AIi輌N.{・yafi・n蜘物理 雌 の総
さらに この 主合的解 明」 とし)うこと にな3。
テ ーマt:zt可 分 のサ7"テ ーマ群 は)
D電 場 の構 造 紅 低 エネ'レギL粒 与流 入
との関連
iii)　{医王ネ1レギ、一粒}も 十う則
iv)　高周波域(50kHz以 上)電 波 特 性
V)低 囲う皮1曇k電波特性
vi)可 視7「一口ラ
vii)　UVオ ーロ ラ
V前i)倉E重力自{970ラス、マキ桑蚕
ix){6エ ネル ギ、-t敦・イ フ「ン組is2
X)70ラ ズ マ{封度、度び う昼度
ヒ し、・ た も の で・,こ れ ら のifS,1のkめm?の
轡 はN・n餉 大鵬 向 と し,　64　 kbi　t・　/sec
の伝送能 力 左 もっPCMテ しメ ー9一 系E2
系統 と,　tOO　kR、tz"の 嗣 法 も フアナ ログ
ii)　三次 元㊧索 条 の構 造 とAccelevatcen　it&IM!テ レメ ータ ーE-一一系統 計画 して、)5。
ヒの間 違
iii)　ビーム形成 のフ・ロセス ヒUtemus相 互[樹 鯉 濃llの襲 ・閨
{FM　 AKRの 起源 の解明 左主と もともとき+画順 調1進 め暁 米国の
して　　　　　　　　　　　　　　　　 OPEN計 画 により広 い磁 気匿]中t:有効 にち
iv)　才一口うの種別ヒ降 下粒 子の特性 り1♂められた観劇 システム 芭通 じて(ドリ広汎
地1二及がロケ、ソト観劇 との対応 な観ラ則さめさ・すが,同 時1て従来から績 み上げ'
さ主体 として
V)ビ ーム によ3唱諺離層現 象
られて 青た極 域観測 が 並行 し召 産め られ るこ
とによ り,こ のフ・ロジェクMgsgカ ・4'も の と
tet及U"ロ ケット観 劇 との関連 な3。 融 鰯llは 単に地 上観 測のみでなく,
vi)　 フ ラ゜ スsマ ラ ー トσ)う看動 とFieid　 Ah卵e4
Acae(evationA}舷'と の間 違
OPEN-:「 との 蘭}皇 が!痔 に重 要
ExoS-Dき 七画 と有機 的 にco-odfr施 さオt1≡
S-520ク ラ スの 中型 観劇 ロケッ トEaSt)
た極 或 での共 同ifS,1も 強 く望 まれ3と 二3Z・
あ る。
ヒいフた点 にあ3。
[ミッ ション]
ミ・ソション の 壌!f見13/f昆雇三き十画 され て
・・3M-3Vさ 便 固 し,近 地 点500km,遠
地 点10000km融 鹸 斜 角79° の輔1漉 入
可ヨ。 可能 な衛 星重量 は,300k各Z・sこ の うち
斜学 観 劇 にrJ9!s`k}Eミ くことが可能tl71P5。
[科 学観劇]
き十画1ミれ てい3泰 斗学観 ヲ則のタ1象「」,
i)磁 場計剰
ii)　電場 計測
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